
年5月26fl 第3種糾使物，.!/.nT 
It年9ll l 11発行（毎）l I iul 1 H発行） 520号

ISSN 0389-1348 

囮•l-t:•田:1:t•l~・lc\'a—~~J:JI濯
~4呵麟 Ir

、-, 

｀ 
璽

-・, 
；、、9 .・ 

鼻

＾さ・→

● 

-._ 

うなざ繋豚 （攪影 ：畜産環境整備機構岩元周二）
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懐の深い缶産技術

牛枝肉ロース芯面積と切断部位の関係

ウシて｀解明された筋肉だけを培加させる突然変炭遺伝 r-
一卵性双（の肉品に関する相似性（中fl.I]報告）

長崎県缶産試験場

第 8回世界缶産学会議参加記

ゲノム解析研究の最前線

わが国における動物迫伝安源の1呆イfと利用

ウルグアイ国の紅帝とプロジェクト技術協力

公共牧場再編への取り組み（古森媒）

化学発光測定法

1999年における米国の食肉 ・珀卵生産の動向

飼肥料作物作付面積（平成 9年）

長野県畜産技術協全

社団法人 H本食肉格付協写

科学技術に神の領域はあるか

H本語による海外技術協力を
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研究所だより／地域の動き



@―酸抽出シス

MagExtractor 
迅速・コンパクトにして低コスト！！
MagExtractorでは、核酸がシリカ表面に吸蒲しやすいことを利用して抽出・精製を行います。
磁性体が封入されたシリカ粒子（磁性シリカ粒子）を使用していますので、永久磁石を用い
て核酸を簡単に分離回収することができます。

Iー 自動核酸抽出装置MFX-20007
磁性粒子を利用した自動核酸抽出装骰です。B/F分離をチップ内で行うことに

より、シンフルでフレキシブルなシステムでの核酸抽出が可能になりました

全自動分注機をベースにした核酸抽出装

四です。遠心分離機や真空ポンプを内蔵

した装置に比べて非常にコンバクトで、

メンテナンスが容易です。

シングルノズル方式で、1検体を約10分で

処理できます。1台で3種の核酸

(Genomic DNA. Total RNA. Plasmid 

DNA)を調製できます。

［外形寸法： W600 x D600 x H600(mm)) 

一閂帽糾閂埒翰収凪糾~I~l•l¥訓枕泊罰耀，．
高性能磁性シリカ粒子を利用した専用キットです。
溶出は滅菌水、TE緩衝液に対して行いますので、
そのまま制限酵素処理やPCR、DNASequencing 

などに利用できます。UVスペクトルによる定量も
可能です。

G丞亜う東洋紡績株式会社
生化学事叢部（大阪）大阪市北区芍.1'1,兵二丁目 2番8号 〒5300004 

TEL.06-348 3786 FAX.06-348 3833 
生化学事纂部（東京）環京祁中央区日本頃小網町 17番9号 〒1030016 

TEL.03-3660 4819 FAX.03-3660 4951 

品名

MagExtractor -Genome-

MagExtracto「-RNA-

iiU0'7lii岩井化学薬品株式会社
本 社 〒I03 0023市京都中央区日心喬本IIIT32 IO TEL. 03・3279 i36l 
つ くば TEL.0298-47・0321 多 = TEL. 0425 72-542 
三 島 TEL.0559-76-3081 横浜 TEL.045974・458 
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長

技術の開発と発信の基地

場

拭験場本館

食品裂造粕給与試験の枝肉 (BMS9)

7ィターゼによる環境負荷物質の低減試験

核移植によるクローン子牛

パヒアグラスシードペレットの発芽状況

顎髭が特徴のつしま地どり



＇地域の動き（本文34頁~31頁） l B
 

編への取り込み（青森県）

国有林野を活用し、夏期集約牧場として整備された

車力村営屏風山牧場

保存運動により 25頭まで回復した寒立馬と市民がふ

れあう東通村尻屋牧場

乳用牛の周年利用専用牧場として再編整備される県

営酪農振興センター（写真は、夏期預託牛の退牧風景）

野生生物との共生を意図した公共牧場づくりを目指す三沢市仏沼地区
（写真は、設置予定地に広がる250haのヨシ原）



懐の深い畜産技術

清水 弘
（しみず ひろし）

北海道大学農学部教授

相撲の孔乃花関やプロ野球巨人軍の松井選手は超一流のフ°ロスポーツ選手てあり、「懐

が深い」と言われる。身構えた時の主軸が安定していて、相手の出方、ボールの変化に

対して柔軟に対応てきる体勢・技術を備えている。

家畜の育種、特に、乳牛の育種技術は、親から子に伝えられる追伝的能力（育種価と

呼ばれる）を出米るだけ正確に捉えることに注がれ、個体モデルに基づく BLUP法によっ

て、特に種雄牛は非常に高い精度て能力評価されている。また、過排卵処理と胚移植

(MOET)を利用し、後代検定（娘牛）に代えて、きょうだい検定を利用し、年当たり

の改良祉を更に高めようと、 MOETを用いた中核育種方式が欧米て試みられている。こ

の育種方式はMOET等の技術を利用する等の制約から比較的小規模の牛群て実施され、

近交係数上昇の抑制方策が強く求められている。その対策として、能力が高く互いに血

緑関係の遠い個体の選抜、近親交配を避けた交配決定等種々の方法が提示されている。

しかし、近交係数の上昇を大きく抑えるのに有効な方法は改良見を大きく損ない、また、

その逆の関係もあるのて‘、 2つの目的を同時に満たす有効な方法が見出されていないの

が現状てある。当研究室ては、上記の問題解決にファジー理論の応用を試みている。推

定育種価や近交係数は一般に正規分布或いはポアソン分布に近い分布を示す。育種価が

嵩く、血緑関係の遠い個体の交配組み合わせの選抜をより容易にするために、例えば、

ロジステック関数を用いて、上位、 F位に多く分布する型、統計学的には尖鋭度の小さ

い分布に変え、 ［夫を加えて試みている。計算機を用いての模擬実験の結果てはあるが、

改良旦を損なわずに近交係数の上昇を抑制することがてきる。この方法は、推定育種価

の正規分布を歪ませ、能力評価の正確性を低減させることになり、育種の従来の基本的

考え方に逆行するものてあるが、新たに加わった近交係数の上昇抑制を含めた育種に対

応てきる。

畜産技術は、今後新たに加わる社会的要因をも含め、種々な状況・条件に柔軟に対応

てきる、懐の深い技術が強く要求されるてしょう。技術開発に際して、既成の概念に囚

われないて発想することが大切てあり、研究者 ・技術者自身もまた懐の深い人格形成が

求められる。最近、私自身、研究を通して教えられ、自戒していることて‘す。
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牛枝肉ロース芯面積と
切匪郁位の関係（第13靡と

第1腰椎閻のロース芯面積との関連性）

渡辺晴彦（わたなべはるひこ）

荻原正義I) (おぎはら まさよし）

小堤 恭平2) (おづつみ きょうへい）

長野県畜産試験場

1)長野県佐久家畜保険衛生所

2)農林水産省畜産試験場

超音波や近赤外線などを利用する非破漿的

品質評価法は、食品関連の分野て広く利用さ

れている 。牛肉ても、生体のまま皮下脂肪阻

ロース芯面積、脂肪交雑などを推定するため

に、超音波の利用が検討されてきた3,8,11,12-I•I,

評価の対象とされる筋肉は胸腰最長筋に限ら

れるが、測定部位は背 (5-6胸椎間）3)から

腰（第 3-4腰椎間） 12)に至るまて様々てあ

る。一般に、生体内部への超音波の到逹深度

と解像能の関係からみれば、評価対象とする

筋肉は体表に近いことが望ましい。また、超

音波の利用を簡便な技術として普及するため

には、筋肉と骨の構造が単純な部位が望まし

い。これらの条件を満たすものとして、第13

胸椎～第 1腰椎間横断面（以下＂⑬～①”と

略す）の胸腰最長筋が考えられる。しかし、

格付が行なわれる第 6-7胸椎間横断面（以

下｀⑥～⑦” と略す） と ,, ⑬～①”の枝肉杉

質の関係は明らかにされていない。そこて、

超音波断層撮影装箇を用いて肥育牛の肉菌と

肉質を推定するにあたり、両部位てロース芯

面積を測定して、 その関連性について検討し

た。

材料および方法

評価に用いた肥育牛は、平成 2-5年の間

に長野県畜産試験場て飼養された。

①：和牛産肉能力検定間接法の検定息牛45頭

（出荷時生後月齢： 20-21ヵ月齢、以下検

定牛と略す）

②：一般の肥育試験に供用された黒毛利種の

去勢肥育牛43頭（同： 26-32ヵ月齢、以下

試験牛と略す）

③：交雑種の去勢肥育牛 8頭（同： 26-27ヵ

月齢、黒毛和種c?'Xホルスタイン種辛、以

下交雑種と略す）

の合計96頭てある。これらの肥育牛から得ら
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此枝肉を用いて、,,⑥～⑦“および,,⑬～①“ 

(o-ス芯面梢を測定して、両部位の関連性

を検討した。‘‘⑥～⑦”の評価は、屠殺後 1仔

締蔵した枝肉の切開面て行い、‘‘⑬～①“の

蹟は、部分肉の成形過程て‘‘第12胸椎～第 2

9椎間の骨付きプロック肉を採取して、椎骨

,: 直角に切開した断面て‘行なった。

桔果

供試牛の出荷時生体碩と枝肉碩絨は表 lに

ボすとおりてある。いずれも肥育期間の長い

鵡牛（平均牛体重： 674kg、平均枝肉竜屈：

Hlkg)と交雑種 (677kg、407kg)が若齢の検

許 (580kg、350kg) に比べて有意に大きか

った (P<0.01)。

・@~⑦，/と‘‘⑬～①”のロース芯面積お

塙"⑥～⑦”に対する‘‘⑬～①”のロース

芯面積の比率は表 2にぷすとおりてある。ま

↑:、枝肉重蘭と‘‘⑥～⑦”および"⑬～①”

加ース芯面積の関係は図 1に示すとおりて,.

ある。,,⑥～⑦“のロース芯面柏は、試験牛

(48. 5cm')と交雑種 (48.5cm')が検定牛 (41.9 

cm•) に比べて有なに大きく (P<0.01、P<

0.05)、肥育期間の長短と 1本把の大小を反映す

る結果となった。一方、,,⑬～①f/ては、試験

牛(95.7cm')が検定牛 (87.8cmりと交雑種 (80.3

cm')に比べて11・、なに大きく (P<0.01)、特に

交雑種のロース芯面柏が小さいことが際、tっ

た。この結果、‘‘⑥～⑦”に対する‘‘⑬～①＇／

の面梢比は、検定牛 (213%) と試験牛 (199

％）が交雑種 (167%)に比べて有慈に大きか

った (P<0.01)。

‘⑥～⑦ ,, (X) と‘‘⑬～①" (Y) のロー

ス芯面禎の関係は図 2に示すとおりてある。

両者の間には以ドの 1 次 [11l•M式が得られた。

試験牛： Y=l.15X+39.6 (r二0.70、P

く0.01) 

検定牛： Y-0.38X+71.9(r=0.26, n. s.) 

交雑謹： Y=0.07X+76.9(r-0.04, n. s.) 

全体： Y =O. 78X +55.3 (r =0.50, P 

<O. 01) 

供試牛全体ては、両者の間に有双な止の相関

表1 出荷時における供試牛の概要

頭数出荷時月齢生体重kg(最小～最大） 枝肉重kg(最小～最大） 枝肉歩留％（最小～最大）

間接検定息牛 45 20~21 580士50(475~787V8

一般去勢肥育牛 43 26~32 674士67(461~856)'

躇11去穀育牛※ 8 26~27 677土45(610~743)8
. 

全 体 96 20~32 630土75(461~856)

鼻：黒毛和種 (cl")Xホルスタイン種（辛） A、B、C、

有意差 (P<0.05)

350士35(272~490) C.D 60. 3士1.5(57.3~63.2)・
411士44(270~517)C 61.0土1.3(58.6~64.2)・
407土32(361~463)D 60.0+ 1.2(57.1~64.2) 
・-・-. -

382士49(270~5 17) 60. 6土 1.4(57.1~64.2)

D : 同文字間に有意差 (P<0.01)、a: 同文字間に

衰 2 第6-7肋骨間横断面および第13胸椎ー第 1腰椎間横断面におけるロース芯の面積（呵）

と面積比（％）

第6-7肋骨問横餅面： X (ai) 第13~侑ー第 1屋椎間横翫面・Y(ril 面積比： Y/X・IOO(%) 

平均士標準偏差（最小～最大） 平均士標準偏差（最小～最大） 平均士標準債差（最小～晨大）

間接検定息牛 41 .9士6,2A.B(32~55) 87 .8士8.98 (72~1 (I) 213士32b.O(138~3 I 2) 

一般去勢肥育牛 48.5士7.QA (3(~62) 95.7士II .58•C (67~1 (6) 199士21b.E(155~241) 

交雑種去勢肥育牛 48.5士5.2° (41~58) 80.3士8.9c (68~96) 167土23D.E(I 17~193) 

全体 45.4土7.3 (31~62) 90.7士11.3 (67~116) 203士30 (117~312) 

A、B、C、D、E : 同文字間に有意差 (P<0.01)、a、b : 同文字間に有意差 (P<0.05) 
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が認められ(r=0.50, P <0.01)、¥，⑥～⑦// 

のロース芯面積が大きい個体は¥¥⑬～①//も

大きい傾向にあった。 しかし、グループ 別に

見れば、試験牛に限ってこの傾向が認められ

(r=0.70, P<0.01)、検定牛と交雑種て‘‘は

第13胸椎～第 1腰椎間横断面ロース芯面積(cm')
9―、_

I .::.LI 

。
¥00 

90 

80 

70 

策 6- 7胸椎間横断面ロース芯面積（吋）

・ ・oo 
60 

50 

40 

30 

(, 

。C 

。

． 

に＼！

布意な相関は認められなかった。

考察

0 

今同の成綾ては、試験牛のロ ース芯面積が

,, ⑥～⑦“ と ¥¥⑬～①”の双方て‘ヽ 、若齢の検

定牛よりも有意に大きく、,,⑥～⑦”と唸～

①”のロース芯面積の間には、試験牛に限っ

て有意な正の相関が認められた。品種と肥育

期間を異にするグルーフ°別に異なる結果が得

られた原因として、以下の要因が影響したこ

とが考えられる。

(1) 体重と肥育度の影響

ロース芯面積は、枝肉重盤や赤肉蘭との間

に嵩い相関があり 15)、枝肉構成の推定式9)や枝

肉取引規格の歩留り甚準値の尊出に用いられ

第13胸椎～第 1腰椎111l横断面ロース芯面積(cm')

120 

110 

100 

90 

80 

70 

I
沫王

惰定牛

交消!I

200 '.300 ...ioo 500 600 

枝肉重量(kg)

図ー 1 枝肉重量と第 6~ 7胸椎間およぴ第13胸椎

～第 1腰椎間横断面ロース芯面積の関係
Q : 和牛産肉能力検定間接法検定息牛(45頭）

〇： 黒毛和種一般去勢肥育牛(43頭）

● ：交雑種去勢肥育牛（黒毛和種<l'Xホルスタイン種辛、

8頭）

20 30 4 Ci 50 60 70 

第6~ 7胸椎間横断面ロース芯面積(r,1)

図ー2 第 6~ 7胸椎間およぴ第13胸椎～第 1腰椎

間横断面のロース芯面積の間係
o: 和牛産肉能力検定間接法検定息牛(45頭）

検定牛 ：Y =0.38X +71.9(r =0.28, n. a.) 

〇： 黒毛和種一般去勢肥育牛(43頭）

試験牛 ：Y=1.15X+39.B(r =0.70, p<0.01) 

● ：交雑種去勢肥育牛（黒毛和種cl'Xホルスタイン種9、
8頭）

交雑種 ：Y=0.07X+76.9(r =0.04, n. s.) 

全体 ：Y=0.7BX+55.3(r=0.50, p<O.Ol) 
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くいる。 FIELD&SCHOONOVER21はロース

芯面積は1本直の増加にともなって直線的に増

柵するとし、山崎16)はロインては13.4から

23. 8ヵJl齢まて｀直線的な発育が続くと報告し

ている。試験牛は検定牛に比較して、出荷時

月齢て6-12ヵ月、枝肉重他て'60kg大きく、

鑓20ヵ月齢以降の肥育期間の延Kと1本亜の

槽加がロース芯面柏の増加をともなったと考

砂れる。一方、 OZUTSUMI& OKADA 5> 

ふ肥育段階ての胸腰品長筋の発育は、長さ

よりも屯梵の増加割合が大きく、 屯贔と横断

面積の増加した tな部位が第10胸椎～第 5腰

椎部分てあるとして、部位による発育に差が

昴と報告している。外国種ては、第10-11

罰間て分割した胸腰最長筋の前後の発育速

度に差は無いとする成紐I)があるが、肥育期

間が長い黒毛和種ては、胸腰最長筋が枝肉中

謹大の筋肉に成長すること”や、成長にと

もなって枝肉の形状が変化すること 4,17)から、

蔀位によって成長祉に差の牛ずることが考え

られる。これに加えて、濃原飼料多給の条件

下て長時間の肥育が行われるわが国の肥有牛

ては、消化器系の疾患が胸腰最長筋の成長に

暉することが考えられる。今回の成紐ても、

飼育経過から枝肉形質を推測てきるグ）レーフ

がある。付表、付図および写兵は、 NRC標準

に準拠して且椋計画法て設計したTMRの効

果を検証した肥育試験の成績てある。 "A"は

肥育前期の濃厚飼料多給て、中期に消化器系

の急性疾病を起した例てある。牛産された枝

肉はロース芯を含む可食部が極めて小さい。

治療によって後期に [P]復したため、皮 F脂肪

は厚く、筋間にも多址の脂肪がかむ。脂肪交

雑にも劣り、極めて商品価値に欠けた。同じ

<''B''は、 ''A''と同じ経過て‘中後期に慢性

疾病を起した例てある。緩陵な増体を続けた

付表枝肉成績

部位 A 8 C, , 

ロース芯面積 (err/) •:t~T' 42 41 < so.a土4.2

II•@~x• 72 74 < 82. 7士9.9
脂肪交雑基準 苅~J)・1・2 < 3.1士0.7 

II•@~(D• I I < 2.6士0.6
胸腰最長筋脂肪含量（％） 囁～①• 10 8 < 20.4士6.9 

皮下脂肪圧 (mm) • ⑥～＇戸 40 21 24.3士5.4

A : 肥育前期の濃厚飼料多給により、中期に急性疾病を起し

た例

8 : 肥育前期の濃厚飼科多給により、中後期に慢性疾病を起

した例

CI 6 ; 肥育前期に自給飼科主体のTMRを給与した例

•(s·~す：第 6~7 胸椎間横断面 ・⑬～① . : 第13胸椎～第 1

腰椎横断面

1体重、期間日増体重、同 3項移動平均およぴ日齢体重の推移

A 
'Ui & . ! N 

前・
斤二~l~

罰

後

罰
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ため、治根のきっかけをつかめないまま出荷

にいたった。枝肉は薄く、各部の充実を欠い

て、脂肪交雑にも劣る。一方、 "Ci/'はIt給

飼料 l:体のTMRによって、前期の培体を

''A"、"B''の80%に抑制した例てある。出

荷にいたるまて旺盛な食欲と直線的な発育が

維持された。枝肉はロース芯を始めとして筋

肉が允実し、相対的に皮下と筋間の脂肪が少

ない。脂肪交雑にも優れた。このような例は、

濃肛飼料多給によって長期間肥育される黒毛

和種によくみられる。むしろ、肥育期間が 1

年に満たない検定牛は消化器系疾患の危険が

小さく、出荷月齢における追伝的な形質をよ

り強く反映していると考えられる。

(2) 品種、系統による胸腰最長筋の発育と形

状の差

今111]の成績を、小堤ら 8)と小堤10)が品種別に

調介した成績と比較すれば、試験牛ては,,⑥ 

～⑦ ,, のロース芯面積は同等、,,⑬～①”はや

や大きく、検定牛ては"⑥～⑦“は明らかに

小さく、‘‘⑬～①”は同等だった。交雑種ては

,, ⑥～⑦”は黒毛和種に近く、,,⑬～①II はホ

ルスタイン種に近かった。交雑種の両部位の

面栢比は黒毛和種に比較して有怠に小さく、

椎骨}j向の胸腰最長筋の面積の変化に差のあ

ることがうかがわれた。善林と江本18)は、黒毛

和種、 H本短角種およびホ）レスタイン種につ

いて、枝肉中の各筋肉の亜祉割合には品種間

差があり、その差は胸腰蔽長筋て最も大さい

としている。また、胸腰最長筋を含む背腰蔀

の筋肉の発逹はホルスタイン種が他の品種ょ

りも悪かったとしている。さらに、同じ開毛

和種ても島根系統と兵庫系統には枝肉形状0

）ゾみに差があると報告している。外国品種て

もロース芯面柏に品種間差があるとする報

告2,5)がある。品種間差にくわえて、胸腰最長

筋の形状の変化に系統間差があれば、長野開

内の黒毛和種の系統構成が兵庫系から島根系

に変化する際に測定された今[uJの成績には、

これらが影響したことが考えられる。概して、

検定牛は島根系の影響が強く、試験牛は兵瓶

系の影響が強い構成だった。

以上のように、"⑥～⑦”と,,⑬～①”のロ

ース芯面積の関係には、出荷時の月齢と肥育

度および品種と系統による胸腰最長筋の形状

の差などが影饗すると考えられる。また、通

常の出荷月齢に達した黒毛和種の肥育牛につ

いて、‘‘⑬～①”て超音波診断を行えば、''R

～⑦”のロース芯面積の大小をある程度予測

することが可能てあろう。しかし、胸腰最長

筋は、その栞と質において枝I女］中て最も1濯

価値の高い筋肉てある。さらに、ロース芯面

梢と枝肉重批や赤肉祉との間には硲い相闘が

あり 15)、腰椎部のロース芯面積と胸腰最長筋

の全直址との間には有意な相関がある 12)。超

音波の利用が枝肉の肉祉や肉質の推定を目的

■枝肉の第 6~ 7胸椎間横断面

A 

6
 

B
 

c
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；する以上、枝肉全体の経済的価値を反映す

埠位を直接評価することが望ましい。米国

（は第11~13胸椎間て‘測定されることが多い

が、これは米国の枝肉取引の格付部位に一致

する。また、 2次元の断層画像を理解するに

ふ筋肉や骨の構造に関する 3次元の知識が

何欠だが、これを知る機会は少ない。熟達

ば研究者を除けば、一般の技術者にとって

輯の解析は容易てはない。超音波の利用を

一般的な技術として将及するには、構造が単

せな部位を測定対象とすることも考應される

べきだろう。超音波による測定に適した部位、

頭の経済的価値を反映する部位、枝肉の格

仰部位の 3者を一致てきれば、肉用牛生産

磯展に寄与すると考える。

本稿のとりまとめに際しては、九州農業試

闘の松崎正敏氏より、貴重な：：：-示唆をいた

ださました。ここに記して厚く御礼申し上げ

H。
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毎）技術情報 7 家畜の経済形質の多くの部分は凪的形質て

あり、多数の追伝子によって支配されている

と考えられている 。このような迫伝子群を絹

明するために家畜のゲノムレベルての研究が

展開されている。屈的形質に関与する遺伝子

座 (QuantitativeTrait Loci)の対立遺伝子

は一般に効果が小さいと考えられているが、

一部に大きな影響を与える突然変異が知られ

ている 。その一つてあるウシ筋肥大症（ダ7'

ルマッスル； DM、またはブタ尻）がDNAレ

ベルて明らかにされた。祉的な経済形質に関

与する遺伝 fとしては最初の例てあり以 f(:

紹介する。

ウシで解明された筋肉だけを
増加させる突然変異遺伝子

三宅正志（みやけ まさし）

STAFF(農林水産先端技術産彙振興センター）研究所

美川智（みかわさとし）

農林水産省畜産試験場

ウシ筋肥大症（ダブルマッスル：

OM)の特徴(l)

ウシ筋肥大症は、遺伝子の形質てあり、通

常のウシと比べ平均20%の筋肉拭の増旦が最

大の特徴てある（図 1)。1807年に初めて報告

されて以米、世界中て多くの品種から同様の

形質が観察されているが、中てもベルジアン

プル一種ては、 DMの形質が計画的に選抜さ

れ、形質についても詳細に解析されている。

筋肉旦の増梵の原因は筋繊維数の肥大もあ

るが、むしろ筋繊維数が増加することにより

起こる。筋繊維数の増加は妊娠初期の胎児開

から見え始め、出生時には通常のおよそ 2倍

になり、出生時体重もおよそ30%増となって

いる。枝肉の特徴としては、高価な部分I砂

8
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目I.ウシ筋肥大症（ダプルマッスル； OM)。遺伝

性の形質であり、通常のウシと比ぺ平均20%

の筋肉量の増量が最大の特徴である。

悶赤,~1割合の増加、屠体における骨および

罪割合の滅少、そして脂肪、結合組織割合

滋少があげられる。肉質に関しては、結合

韓割合が少なく、筋繊維が細いことなどか

潰がとても柔らかい。その他の特徴として

ふ飼料摂取祉が通常と比較して少ない。し

かし、増1本率は良いことから飼料要求率は良

、、。このように多くの点てDM形灯は優れて

おり、特にヨーロッパては、 DMの肉はプレミ

アムプライスて取引されていることから、 こ

砂シを飼育している混家の収人は向上して

‘‘る。

DMには受精率の減少、性成熟の遅延、難

産、低い子牛の生{f能力そして、高いストレ

邁受性などの問題点もある。が、特にヨー

ロッバては、これらの欠点を補うだけの経済

効果が期待され、イタリア原産のピエドモン

ナース種ては、年々DMの比率が増加してお

り、団］種て供用されている種牛のほぱ100%が

D~! てある。他の品種ても次第にDMの種牛の

比率が通常のそれよりも上I.Plってきている。

ダブルマッスル原因遺伝子解明に

何けて

1995年Charlierらのグ）レープは、ベルジア

ンブル一種のDM牡と通常の雌牛との戻し交

配試験家系を構築し、 DMの形質がメンデル

の法則に甚づいて遺伝することを認め、常染

色体劣性追伝する形質てあることをぷ唆した

(2)。 また、この家系を102個のマイクロサ

テライトマーカーを川いて連鎖解析を行った

ところ、ダプルマッス）レ迫伝子は、第 2染色

体卜に存在することが明らかになり、特に同

染色体上のマーカーTGLA44て最大ロッド

スコアー17.22 (原因迫伝子が、そのマーカー

と連鎮していると考えた方が、連鎖していな

い場合よりも 1017.22倍確からしいの意）が得

られ、そのマーカーから 2cM(約200ガ塩基

対）の範囲に存在することが明らかとなった。

さらにGeorgesらは、 III型コラーゲン迫伝子

近傍のウシの酵母人T染色体 (YAC)を同定

し、整列化を行った。整列化したYACより、

新たにマイクロサテライトマーカーを設定し、

連鎖解析を行ったところ、マーカーTGLA44

とBULGE20との間て最大ロッドスコアー

26.4が得られ、 INPP1 (Inositol polyphos-

phate 1 phosphatase)遺伝子と III型コラー

ゲン退伝 fの間に原因迫伝子が存在すること

がほぼ確実となった（凶 2)。

マウス骨格筋量を調節する

ミオスタチン遺伝子の発見

トランスフォーミング増殖因子 /3(TGF-

/3)スーパーファミリーには、胚の発生の調節

や生体組織の恒常性の維持に重要な役割を果

たす多数の増殖因 f、分化因子が含まれてい

る。 1997年、 AlexandraらはTGF-/3スーパー

ファミリーに属する新たなGDF-8遺伝子

（ミオスタチン遺伝子）を同定した (3)。ま

たミオスタチン遺伝子はゲノミックサザンハ

イプリダイゼーション解析により、ラット、

ヒト、サル、ウサギ、ウシ、ブタ、イヌ、ニ

，
 



ワトリに存在することが確かめられた。マウ

スては各体節の筋節部にまず発現が認められ、

後に筋肉が分化発達するにしたがい広範囲に

mRNA発現が認められた。

Alexandraらはミオスタチンの生物学的機

能をさらに解析するためにミオスタチンノッ

クアウトマウスを作製した。 その結果、ノッ

クアウトマウスは生存および生殖JJJ能て‘ヘテ

ロ個体、野生型個体に比べて体重が30%大き

くなった。また異常な身体の形をしており、

肩や尻が盛り上がっていた。解剖によって調

べたところ筋肉が増大していることが明らか

となった。筋肉の増大は体全体におよび、野

生型に比べ 2から 3倍てあった。またノック

アウトマウスては筋肉細胞の数が野生型に比

べて増加しており、筋肉細胞の太さも野生型

に比べて若干太くなっていた。

これらの結果より、新たに同定されたTGF

-{3スーパーファミリーに属するミオスタチ

ウシ第2染色体

~ ごトマロニ~
TGLAi4 「―ー一候補領域一ーーゴ B~LGE20

INPPl 候補遺伝 f ill利コ ラーゲン

ヽ > /チ
カ

タ
イ

ス
ハ

ォ
ヨ

ミ
ン

ーp
 

p
 

z
 

ー

～こ＼
Cl 1111漱1111111)

ヒト第2染色体

図2. ウシとヒトの第 2染色体の比較。ウシでは連
鎖解析により、OMの原因遺伝子はINPPlと
III型コラーゲン遺伝子の間にあることがわか
った。ヒトでは筋肉量を調節するミオスタチ
ン遺伝子がラジエーションハイプリ ッドマッ
ブを用いてINPP1とIII型コラーゲン遺伝子
の間にあることがわかった。よってミオスタ
チンがDMの原因遺伝子である可能性が高く
なった。
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ンは筋肉細胞の増殖および増大を抑制するこ

とにより、骨格筋の成長の負の調節因子とし

て特異的に働くことがわかった。

ダブルマッスル原因遺伝子の同定

上記のようにミオスタチンノックアウトマ

ウスがウシのDMとよく似た表現形質を示す

事から、 ミオスタチン遺伝子がDMの有力な

候補遺伝子となった。原因遺伝子は、連頷梓

析により第 2染色体に存在することが分かっ

ているため、ウシのミオスタチン遺伝子が第

2染色体上、特にINPP1とIII型コラーゲン

遺伝子間に存在するならば、原因遺伝子てあ

ることはほぱ確実となる。そこてGrobetら

は、ウシのミオスタチン迫伝子が候補領域に

存在する事を調べるため、解析技術の進んて

いるヒトゲノム上てミオスタチン遺伝子座を

確認した。ラジェーションハイブリットマッ

プを用い、 ヒトのミオスタチン遺伝子座を決

定したところ、候補領域てある INPP1 /: Ill 

型コラーゲン遺伝子の間に位置する事がわか

った（図 2)。 したがって、ウシても同様に

INPP 1とIII型コラーゲン遺伝子の間に存在

すると予想され、染色体上の位置と追伝子の

機能からDMの有力な候補遺伝子となった。

ミオスタチン遺伝子の塩基配列を普通のウ

シとDMウシて比較したところ、DMてはミオ

スタチン遺伝子上に11塩基対の欠失をホモ1:

持っていることが明らかになった（図 3)。こ

の変異により、完全なミオスタチンタンパク

を作り出すことがてきず、 DMの形質を引き

起こすと思われる。また、戻し交配の試験家

系を調査したところ、その表現形質と退伝子

型は完全に一致し、 DMは常染色体劣性遺伝

することが確認された (4)。その他の品種｛

ミオスタチン遺伝子に変異が見られるか調べ

たところ、ホルスタインなど乳用種ては全（

畜産技術 !998年9月号



ペルジアンプル・一種．アソリアナ檜

normal;GATTGTGA 

DM;GATTGTGA CAGAATCT 

11塩基対欠失

ピエドモンテ ス樋

normal; TGCTCTGGAGAAT• ,TGAATTTGTATTT 

DM;TGCTCTGGAGAAT: TGAATTTGTATTT 

1塩基凶換
(TGT; システイン→TAT; チロシン）

ミオスタチン活性部位

図 3.OMのウシのミオスタチン遺伝子で見つかった変異。これらの変異によ
りミオスタチンタンパク質が正しく合成されず、筋肉量の調節に異常が
見られる。

見られず、肉用種のベルジアンブル一種、ア

ッリアナ種のDMては全てこの11塩碁対の欠

終ホモに持っていた。マインーアンジュ種の

D~! ては、このllbpの欠失は見られなかった

が、連鎮解析の結果からミオスタチン追伝子

上にベルジアンプル一種とは異なる種類の変

異をもっていることが予想される (4)。

別のグループからも同様に11塩基対の欠失

が報告されているが(5、6)、McPherronら

ふピエドモンテース種において 1塩基の置

虹よる変異を同定している (5)。この変異

：より、正常ならば313番目のアミノ酸のシス

テインがチロシンに変化していた（図 3)。

TGF-/3スーパーファミリーに属する遺伝 f

ふ活性部位に 7個のシステインが保存され

ているのが特徴てあり、機能の面て非常に重

要な役割を持っている。そのため、システイ

ンがチロシンに変わる変異は、 ミオスタチン

鴻能を著しく損い、 DMを引き起こすと思

bれる。

廿本においてはヨーロッパと状況は大きく

異なっており、 DMは不良形質として洵汰の

対象とされ、最近てはほとんど見られなくな

っている。これまて見てきたようにDM形質

：、赤身のみを増加させ脂肪が少なくなるこ

tから、霜降りを好む日本ては、農耕用に不

船て、あることと合わせて、洵汰の対象にな

ってきたものと思われる。
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毎）技術情親2
はじめに

最近、 クローン技術の発達により遺伝的1:

同ーなクローン動物の牛産が可能となって lヽ

る。畜産分野においてこのクローン動物すな

わちクローン家岳は育種改良の効率化や実験

動物として、 その利用価値は非常に裔いも0

がある。

しかし、クローン家畜はその価値を決定す

る経済形質（表現型）の相似性が明らかにさ

れていないのが視状てあり、クローン家畜を

用いて育種改良や比較試験等を行っても正箱

な結果が得られない可能性がある。

この問題点を解決するには、遺伝的に同一

なクローン家畜が、同様の飼養環境下てどの

一卵性双子の肉量に関する

相似性（中間報告）

撫年浩（なてとしひろ）

農林水産省家畜改良センター技術部技術第二課

12 

ような表現型を現し、 どの形質にどの程度の

相似性があるのか調査する必要がある。

そこて今回、切断 2分離胚由来の黒毛和種

去勢牛の一卵性双 f (以下「双 f」という）

を肥育し、肥育終了後、枝肉解体調査を行い

双子内の枝肉構成等の差について調査したの

て報告する。

なお、今回は枝肉成績の得られた 2例のみ

の中間報告とさせて項く。

材料及び方法

供試牛は切断 2分離胚由来の黒毛和種の双

子 1組 2頭と父が同じ半きょうだい 1頭の計

3頭のグ）レープ (A)および双子 1組2頭と

父と母の父が同じ半きょうだい 1頭の計3頭

のグループ (B)の2グ）レープの合計6頭を

畜如技術 1998年9月号



吼l'た。

尼育方法は、各グループ：：：・ とに同一牛房て‘

雌し、濃厚飼料は間接検定用飼料を、粗飼料

よりラをそれぞれはぱ飽食となるように給与

しt:。また、その他の飼養管理はグルーフ 内゚て‘

全て同一とした。肥育終了は双子については

即に、半きょうだいについては双子と生年

胚が異なったため、半きょうだいは双子と

料重がはば同一となった時点とした。（表 1)

濱は全て近隣のと畜場て行い、枝肉左半

九を当センターに搬入し、枝肉解体調査を行

った。枝肉解体調査はButterfieldらの方法に

屯じて筋肉は100種類の各筋肉に、脂肪は皮下

箭間・腹腔内の 3種類に、骨は12種類の各

骨こ，.とに分類しそれぞれの重羹および筋肉、

翻、骨の重量を求めた。

これらのデータについてはグループ内の双

子内および双子と半きょうだい間て•,どの程度

磋があるのか調査した。

瞑および考察

表2に供試牛の枝肉重量、筋肉重量、脂肪

直見、骨重量を、表 3に枝肉重盤、筋肉重量、

罰重盤、骨重鑓におけるグループ内の双子

内および双子と半きょうだい間の差を示 した。

これによると、枝肉重醤についてはAグルー

プ0)双子内の差が 0kg、双子と半きょうだい

間の差が5.6kgおよび5.6kgてあり、 Bグルー

プ0)双子内の差が6.2kg、双子と半きょうだい

間の差は12.4kgおよび6.2kgと双子内の差の

方が双子と半きょうだい間よりも小さい値と

'• った。筋肉の重旦についてはAグループの

I ~ 子内の差が0.1kg、双子と半きょうだい間の

差が4.9kgおよび5.1kgてあり、 Bグループの

双子内の差が 0kg、双子と半きょうだい間の

差は10.5kgおよび10.5kgと双子内の差の方が

双子と半きょうだい間よりも小さい値となっ

表 1 供試牛の概要

肥育開始 肥育終了 杞育期間
血縁関係

月齢 体重(kg) 月齢 体重{kg) (力月問）

Al 双子 10. 7 270 31.2 716 20.5 

A 2 双子 10. 7 263 31.2 711 20.5 

A 3 父同じ 10.6 286 29. 7 717 19.1 

半きょうだい

平均 10.67 273.00 30. 70 714.67 20.03 

標準偏差 0.05 9.63 0. 71 2.62 0.66 

B I 双子 14. 7 317 33.2 676 18.4 

B 2 双子 14. 7 312 33.2 682 18.4 

B 3 父、母の父同じ 11.8 329 28.1 714 16. 7 

半きょうだい

平均 13.73 319.33 31.50 690.67 17.83 

標準偽差 1.37 7 .13 2.40 16.68 0.80 
―----------------------- ---囀..一 --一囀ー - --幽・-------
合計

平均 12.20 296.17 31.10 702.67 18.93 

標準偏差 1.81 24.67 1.82 16.93 1.32 

表 2 供試牛の枝肉の（左半丸）、筋肉、脂肪、骨の

重量 (kg)

枝肉重量

（左半丸） 筋肉
脂肪 骨

A I 221.2 110.4 82.4 23.4 

A 2 221.2 110.5 80.6 23.7 

A 3 215.6 105.4 83.6 24.2 

平均 219.33 107.75 82. 16 23.73 

標準偏差 2.64 2.36 I .24 0.33 

B I 210.4 107.8 77. I 19.9 

B 2 216.6 107.8 83.6 20.6 

B 3 222.8 I 18.3 77.2 21. 7 

平均 216.47 111.31 79.29 20.74 

標準傷差 5.07 4.96 3.04 0.76 
----------------------------------- --- ---鴫—----- -------------------

合計

平均 217.90 110.03 80.73 22.24 

標準偏差 4.29 4.09 2.73 1.61 

表 3 供試牛の枝肉（左半丸）、筋肉、脂肪、骨の重

量の一卵性双子間およぴ一卵性双子と半きょ
うだい間の差 (kg)

枝肉重量

（左半丸）
筋肉 脂肪 骨

AI-A2 0.0 O. I 1.8 0.4 

A I -A  3 5.6 4.9 1.2 0.8 

A 2-A 3 5.6 5.1 3.0 0.5 

BI -B 2 6.2 0.0 6.5 0.8 

B I -B  3 12.4 10.5 0.1 1.8 

B 2-B 3 6.6 10.5 6.4 I. I 
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た。脂肪重祉についてはAグループのメ又 f内

の差が1.8kg、双子と半きょうだい間の差が

1.2kgおよび3.0kgてあり、 Bグループの双チ

内の差が6.5kg、双子と半きょうだい間の差は

0.1kgおよび6.4kgと両グループとも双子内の

差よりも双＋と半きょうだい間の差の方が小

さかった。骨の重籠については枝肉重旦およ

び筋肉重盤と同じ結果となった。また、表 4

に枝肉重乱に対する筋肉重且、脂肪重祉、骨

重籠の割合を、表ー 5に枝肉重埜に対する筋

肉重且、脂肪重祉、骨重旦の割合における双

子内および双子と半きょうだい間の差につい

て示した。これによると枝肉重旦に対する筋

肉重旦、脂肪重駄、骨重梵の割合は非常に小

さな差てあるが両グループともに全て双＋内

の差が双子と半きょうだい間の差よりも小さ

表 4 供試牛の枝肉重量に対する筋肉、脂肪、骨重
量の割合（％）

筋肉 脂肪 骨

A I 48.9 37.2 10.6 
A 2 49.6 36.4 10.7 
A 3 48.9 38.8 II .2 

平均 49.58 37.47 10.82 
標準傭差 0.48 0.97 0.27 

B I 51 .2 36.7 9.5 
B 2 49.9 38.7 9.5 
B 3 53.1 34.6 9.8 

平均 51.40 36.65 9.58 
標準偏差 1.32 1.65 0.13 ............................................. ・--・・・-
合計

平均 50.49 37.06 10.20 
標準偏差 1.35 1.41 0.66 

表 5 供試牛の枝肉重量（左半丸）に対する筋肉、
脂肪、骨重量割合における一卵性双子間およ
ぴ一卵性双子と半きょうだい間の差（％）

筋肉 脂肪 骨

A I -A  2 0.1 0.8 0.2 
A I -A  3 1.0 1.5 0.7 
A2-A3 1.1 2.4 0.5 
BI -B  2 1.3 2.0 0.1 
B 1-8 3 I .9 2.0 0.3 
B 2-B 3 3.2 4.0 0.2 
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い1直てあった。

表 6に供試牛の主要な 5種類の筋肉（半鳥

様筋、平膜様筋、大腰筋、胸最長筋、籟上箭）

の直旦を、表 7に宅要な 5種類の筋肉重且1:

おけるグループ内の双＋内および双子と半さ

ょうだい間の差を示した。これによるとAグ

Jレープては双子内の差が半腱様筋と大腰翫

70 gおよび40gと双 fと'¥きょうだい間の差

の約1/2 -1/5の小さな値てあった。まt:、
胸最長筋については双 f-内の差が最も小さい

結果とはならなかったが、双 f-内および双f

と半きょうだい間の差は胸最長筋重乱の2~

4%の範囲内てあり非常に小さいものてあっ

た。 Bグルーフ°ては双子内の差が半腱様筋、

胸最長筋 0g、105g、55gと双子と半きょう

だい間の差の約1/4以上の小さな値てあっt、‘

表 6 供試牛の主要な 5種類の筋肉重量 (g)

半腱様筋半膜様筋大腰筋胸最長筋籟上符

Al 2020 4590 1720 7200 1630 

A 2 2090 5050 1760 7360 1730 

A 3 2230 5060 1570 7070 1670 

平均 2113.33 4900.00 1683.33 7210.00 1676.61 
標準偏差 87.31 219.24 81. 79 118.60 41. 10 

B I 2355 4535 1765 8055 1645 

B 2 2355 4640 1850 8110 1515 

B 3 2465 5120 1705 7855 1785 

平均 2391.67 4765.00 1773.33 8006.67 1648 33 
標準偏差 51.85 254.66 59.49 109.57 110.15 

合計

平均 2252.50 4832.50 1728.33 7608.33 1662.50 
標準偏差 156.60 247 .01 84.49 414.37 8440 

表 7 供試牛の主要な 5種類の筋肉重量における一
卵性双子内および一卵性双子と半きょうだい
間の差 (g)

半晨様筋半膜様筋大腰筋胸最長筋籍上王

A I -A  2 70 460 40 160 I 00 

A I -A  3 210 470 150 130 40 

A2-A3 140 10 190 290 60 

B I -B  2 

゜
105 85 55 130 

BI -B 3 110 585 60 200 140 

B 2-B 3 110 480 145 255 270 
一―—
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これらの結果から迫伝的に同ーな双子内の

輝i重仇については相似性が高いことは伺え

~ かったが、枝肉重蘭、筋肉重問、骨重祉に

ういては相似性が高く、枝肉重乱に対する筋

腫旦、脂肪重祉、骨重鼠の割合についても

細性が高いことが伺えた。このことから1本

椙成比は相似性が高いことがiriJえた。

なお、主要な 5種類の筋肉重鼠については

AおよびBグループて共通して双子の相似性

縞い傾向が伺えたのは半腱様筋だけてあっ

tが、胸最長筋は他の 4種類の筋肉のような

貯子内および双子と半きょうだい問て違いは

みられなかった。

おわりに

全国の報告は 2例のみの中間報告とし、統

計処理等は行わずデータの提示のみとさせて

いただいた。家畜改良センタ ーては今後、同

様の調査を継続して行い、遺伝的に同ーな双

子の肉質 ・肉乱に関する相似性を明らかにす

ることとなっている。また、最近技術の発達

がめざましい核移植技術により生産されたク

ローン牛の肉質・肉塁の相似性についても明

らかにしていく予定てある。

また、これらのクローン牛の肉質・肉祉に

関する相似性のデータを用い、より精度の高

い育種改良への応用の検討および各種試験を

実施していきたいと考えている。

平成10年度の問題別研究会について

農林水産省畜産試験場

I, 牛、豚、鶏の問題別研究会（主催：畜産試験場）

I)食品の品質評価技術の今後の方向

11月5B 13 : 00-6 B 12 : 00 

斎産試験場大会議室

2)畜産環境保令研究課題の検討

11月11日13:00-12Al2: 00 

斎産試験場大会議室

1, 家畜ふん尿処理利用研究全（主催：畜産試験場、卓地試験場、農業研究センター）

俗産排水処理と環境マネージメントの現状と今後の方向

11月12日13:20-13Al2: 00 

筑波農林研究団地共同利用施設大会議室（農林ホール）

3'自給飼料品質評価研究会（主催：畜産試験場、草地試験場）

飼養標準における問題点と改定方向及び飼料成分とフォーレージテスト

11月19日13:00-20日12:00 

畜産試験場大会議室

鱈内容の詳細は嚢林水産省畜産試験場企画調整部研究交流科へお問い合わせ下さい。

TEL 0298-38-8618 
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技術の開発と発信の甚地

長崎県畜産試験場
大平洋勝（おおひら ひろかつ）
長崎県畜産試験場

l . はじめに

本県の畜産は、平成 8年の混業粗生産額

1,514億円中30.1%の455億円を占め、作R別

ては上位10位まてに、 2位に肉用牛、 5位に

豚、 7位に甥卵、 8位に生乳と四つの畜産部

門が入っており、農山村を支える重要な碁幹

作目てある。

飼旋頭羽数(Hl0.2.1)は、乳用牛15,000

頭、肉用牛89,200頭、豚206,900頭、採卵競

2,313千羽、ブロイラー1,961千羽て、肉用牛

は全国 9位て,£ 産県となっている 。

肉用牛は県下全域に飼袋され、離島や半島

地域の混家経営の中て重要な部門として位置

づけられていることから、飼袋頭数12万頭、

飼養規模の倍増を目指した「肉用牛倍増フ ラ゚

ン」が策定され、農家と関係機関が一体とな

ってその捩典が図られている。

肉用牛を除く他の家畜家禽については、計

画的な生産が行われていることから、農家の

経営向上のため低コストて‘品質の高い畜産物

の生産を目指している。

2 . 畜産試験場の組織

当試験場は、 1課と 5科（総人員47名、う

ち研究職は、場長、次長を含め16名）から成

16 
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グラビアA頁

り、多様化する研究要望に対しリアルて｀タイ

ムリーな技術、情報の提供に努めている。

← 総務課

畔ー,::)t ~~~:し［ロ
旋鶏科 ( II 2) 

3 . 試験研究の概要

【酪農科における試験研究】

酪混については、計画生産が実施されてお

り、急速な規模拡大は望めないため、酪農経

営の安定化のためには生産コストの削減消

骰者ニーズにあった邸品質な牛乳生産等によ

る経営の質的改普を推進する必要がある。

このため、需要の多い夏場に安定して生産

するための屁熱時の高泌乳牛の飼養管理技附

の開発、生産コスト低減のための未利用資揖

の飼料化技術等に取り組んている。

また、大家畜の生産の効9梓化、改良の促追

を図るため雌雄産み分け、体外受精、核移植

等に関する研究を実施しており、昭和62年に

は凍結卵分割による双＋の誕生や、平成9年

には初期発育段階の受精卵を利用した核移植

によって、クローン牛の生産に成功していふ

釦粍技術 1998年9月号



なお、当場ては、民間の受精卵移植師を袋

成しており、平成 2年以来平成 9年度まてに

35人の移植師が涎生し、県内各地て採卵から

難、移植まてを行い地域の大家畜の振興に

特している。

疇牛科における試験研究］

牛肉の自由化に対応し、肉用牛経営の安定

飢発展を図るためには、規模拡大を図りつ

ぅ生産の低コスト化、高品質化を進める必要

がある。

繁殖経営ては、規模拡大が進展しているが、

靡化に伴い従来の個体管理から脱却した効

郭的な牛群管理技術の確tが必要となってい

ふ畜舎内ての群管理は、繁殖ステ ージ毎に

翻群分け管理することて‘効率的な飼養がて‘

ざる成果を既に得ており、今年度からは、放

訊を取り人れた省）J的な繁殖牛の群管理の確

tに取り組むことにしている。

肥育ては食品製造粕を利用した低コスト肥

賊術や雌子牛の肥育索牛としての評価を高

りるための技術の開発、上質肉生産のため ヒs

クミンAが肥育に及ぼす影響の検討等に取り

胤んている。

江、牛肉の低コスト生産を一層進めるた

りに、肥育開始月齢を繰り上げた場合の肥育

賄の開発に取り組むことにしている。

なお、多くの県ては畜産試験場て和牛の産

餞力検定が行われているが、本県ては、長

鰈肉用改良センターて改良業務が行われて

おり「牛若丸」、「糸晴美」等の県有種雄牛を

繋養し、質祉兼備の「ながさき牛」づくりに

努めている。

渾地飼料科における試験研究】

大家畜の経営の安定的な進展のためには、

這甚盤に立脚した経営体の育成が必要てあ

~, 

このため、草地飼料科ては本県の気候、耕

地条件に適した生産性の高い草種の選定、作

型の検討をしている。

また、粗飼料の省力安定生産・貯蔵1本系の

確tゃ未利用資源の飼料化技術、放牧体型に

よる飼料生産省力化技術の確立など経営コス

ト低滅に役立つ技術の開発をしている。

農村の過疎化、老齢化等により耕作放棄地

が増加しているが、これら未利用地を畜産サ

イドて利用するため開発されたバヒアグラス

種子を用いたシードペレットは、種子を土壌、

堆肥、炭酸カルシウム等の吸水カ・保水性の

嵩い甚材および肥料とともにペレット化する

ことにより、従来、バヒアグラスの欠点とさ

れてきた発芽率、初期生育の問題点を解決て‘

き、簡易に草地造成て｀きる技術として本県各

地域て実証展示がなされ普及が図られている。

また、当科ては将及センター等を通じて持

ち込まれた自給飼料などの分析を実施し、展

家の給与技術の向上に努めている。

【養豚科における試験研究】

養豚経営は、飼養規模の拡大が急速に進み

農村の都市化、混住化と相まって糞尿の適切

な処理が求められている。このため、環境保

全型震業の確立を目指し、環境への負荷物質

て窒索とリンの糞尿中への排泄梵を低減させ

る技術について検討をしており、また、付加

価値が高く広域流通が可能な堆肥処理調整技

術とその利用について検討することにしてい

る。

また、発酵床養豚において、床を適正に管

理するため、通気や攪拌等の効果について検

討を行っている。さらに、養豚経営の生産性

向上のため、牛初乳の活用による初生子豚の

管理について検討することにしている。

豚の改良面ては、海外からの優良な輸入精

液等て生産された種豚候補を産肉能力検定に

より選抜・譲渡し、その効率的な利用と改良
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の促進を図っている。

【養鶏科における試験研究】

近年採卵鶉、ブロイラーの能力向上はめざ

ましく飼養管理法も多様化している。

それに対応し、より低コストて‘‘安全な鶏卵、

鶉肉を生産するための飼養管理技術の検討を

行っている。

これまて採卵鶉ては、卵質の改善試験、夏

期暑熱による生産性の低下を防止するための

防暑対策試験、産卵鶏の長期利用飼養管理技

術の検討等を実施してきた。

プロイラーについては、防暑対策、鶏舎の

環境改善などブロイラーの飼養技術の開発に

取り組んてきた。

平成10年度からは、採卵鶉の育成期におけ

る光線管理や早期性成熟化に取り組むことに

している。

ところて、長崎県とアジア大陸の中間に位

置する国境の島「対馬」には、古くから島在

来の鶉が飼養されている。全体に褐色を帯び

肉垂のかわりに顎髭を有するため、「ひげの王

様つしま地どり」と呼び、県の特産品として、

対馬はもとより県内各地て郷土料理「いりや

き」やステーキの素材として普及宣伝中てあ

る。

当場ては、この「つしま地どり」を活用し、

高品質な鶏卵鶏肉の生産を目的とした特産鶏

の作出を行っている。

4 . おわりに

本県の農林業については、国際化の進展1:

よる輸入量の増大、社会情勢の変化等に伴い

農林業所得の低迷、担い手の減少等多くの課

題に直面していることから、 21世紀に向けた

農林行政の指針として「長崎県新農政プラン」

が策定されている。

これら課題の解決および施策の展開を國る

ためには新たな技術の開発は不可欠てある。

このため、平成 9年度に、従来の 「長崎開

試験研究の基本構想」が見直され新たに「長

崎県試験研究の推進構想」が策定された。

畜産部門の骨子は、

①低コスト、高品質安定生産のための技術

開発

②バイオテクノロジー等の甚盤的研究の推

進

③環境保全型農林業技術の開発

てある。

この構想に沿いつつ、地域の直面する課題

に迅速に対応てきる試験研究機関として、畜

産農家経営の生産性向上と安定化に寄与して

参りたい。

----------今-------—----今—--------今—--今----------今—9—------今一---------------------------------·

18 

今月の表紙

中国河北省にて。今、中国ては多頭飼育、企業養豚が主体を占め、食料と飼料が競合しつつ

ある。底辺に写真のような庭先養豚があれば心強い。

（畜産環境整備機構岩元周二）

畜産技術 1998年9月号
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第8回世界畜産学会議参加記
松川 正（まつかわ ただし）社畜産技術協会附属動物遺伝研究所

1. 世界畜産学会議

第8回祉界畜産学会議 (the8th World 

Conference on Animal Production) は韓国

ソウルの国立ソウル大学のキャンパスて 6月

岬 (A)から 7月4日（」こ）まて,,1週間に

bたって開催された。閉会式における報告に

ければ世界の84カ国から同伴者も入れて2217

名の参加があったという。 H本からの参加者

雄]ff者を含めて約200名てあったと見られ

てしヽる。

泄界畜産学会議（略してWCAP)の第 1回

欺州畜産学会 (EAAP)が組織して、 FAO

颯押して1963年にローマて開催された。こ

0時は54カ国から366名が参加している。この

第1回WCAPが成功てあったことから、 1965

年には世界畜産学会(theWorld Association 

for Animal Production、略してWAAP)が

麟され、以後はWAAPが主催となって 5年

おきにWCAPが開催されることとなった。第

2回はメリイランド、第 3回はメルボルン、

第4回はブエノスアイレスとまわり、第 5回

は1983年、東点開催てあった。この時の組織

紐会委員長は三村耕教授（広島大学）、事

競長は山田行雄教授（畜試→京都大学）て、

61カ国から1229人が参加している。以後第 6

磁ヘルシンキ、第 7回はエドモントン、第

[n]がソウルて｀、次回第 9回は2003年がポル

トアレグロ （ブラジル） と決まった。

WCAPの本来の目的は、畜産に関する諸問

題を科学、技術、教育の立場から検討するこ

ととされ、研究発表を主H的にした集会ては

ないと思えるが、各回とも多くの研究発表（一

般発表）がなされている。

もソウル大会

WCAPソウル大会のテーマは「生活の向上

のための21世紀に向けた畜産」てあり、将米

の環境問題、食糧問題、遺伝査源と畜産の関

係が多く論じられていた。大会の初めの 3日

間はすべてシンポジウムに当てられ、計15テ

ーマのシンポジウムが行われた。続く 4日間

は午R1i中は全体会議て｀計 4テーマについて行

われ、全体会議のあった日の午後の内、 1 8 

は近郊ツアー、残り 3A間の午後が一般発表

に当てられた。

このほか、歓迎パーティー、夕食会、お別

れパーティー、同伴者向けプログラムなどの

社交行＃もあり、日本からも多くの方が奥さ

ん同伴て参加していた。

シンポジウム及び全体会議における講演

（招待講演）は、私が数えたところては計202

題（当初は210題をf定）、研究発表（必ずし

も研究成果の発表とは限らないのて、一般発

表、投稿発表、 もしくは申し込みを発表と言

うのが妥当かもしれない；英語てはcontri-

buted paper) は985題に達し、連日朝 8時半

から夕方 5時、または 6時まての濃密な日程

てあった。

招待講演者はそれぞれの分野て‘業紋のある
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方々に違いないし、またWCAPの性格からし

て特定の国に偏ることは避けているに述いな

い。そう思って講演者（複数の名前が並んて‘

いる場合には箪頭者）の所属を調べてみると、

講演者は41カ国（国際機関などはその所在地）

から米ており、そのうちUSAが全体の 2割、

次いて多いのがKorea(l: 催国だからこれは

当然）、 3番目がJapanてあった。招待講演者

の 2割の所属がUSAというのはいささか多

過ぎる感がないてもない。

985題と報告された一般発表をプログラム

に碁づいて数えてみると、 430題近くが韓国、

140題が日本、インドから64、中国41、アメリ

カ29、プラジル23て．．、これがベスト 6。発表

者の所属国は70カ国余になる。

シンポジウムや全体会議の講演て‘、私が聞

くことのてきた範囲ては、一般に欧米、特に

アメリカの人の話が面白かった。内容が高級

かどうかの判断には自信がないが、話の中身、

話の組t、スライドて‘示す情報、いずれも親

しみやすい。娯楽映画はアメリカ製と思って

いる私だが、学術的プレゼンテーションても

アメリカ流がなじみやすいと感じた。アメリ

カの影響恐るべし、 とごうことか。

一般発表の形式には「J頭とポスターとがあ

ったが、大部分はポスター発表。私の訪れた

ポスター会場は少し狭かった。多くの発表を

限られた時間とスペース内て済ませる必要が

あったためてあろうが、パネルとパネルに挟

まれた間隔が狭く、 3-4人も人だかりがす

ればもう通る隙間もない有様てあった。だだ

っ広いのも困るが、あまり狭いと、気の小さ

い私は人の迷惑にならぬよう急いて通り過ぎ

なけれぱ、 と言う気持ちになってしまう。ポ

スターの形式にはいろいろなスタイルがあり、

参考になったが、一つ一つを丁寧に読んて歩

かなかったのは申し訳ないことてあった。
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大会期間巾大学晶内の体fj館（オリンビッ

ク・スタジアムと呼ばれている）ては、韓国

やlit界の函産、畜発技術、畜産物、施設機械 ， 
などの炭示が行われ、 この一角て‘わが斎産技

術協会も Ll本の畜産についての展ボを行っt、:,

また構内グラウンドては多くのテントが張5

れ、製畜水産物の展ボ即必会も開催されてい

た。これはWCAP協賛行 『`ドとのこと。これら

の展ぷには、混協が組織したと思われる団体

や、小中学生と見られる学生が結構多く訪れ

ていた。

3 . いくつかの感想

韓国は人n4千 5百万弱、斎産の規校て言

えば肉用牛（黄牛） 280万頭、乳牛55万頭、豚

肉生産凪65万トン／年、賤 8千3百ガ羽の目

てある。この国から招待講演、一般講演合b

せて450に余る発表が行われたことに私は驚

いた。そういえば、参加者2200余の内、 1500

は韓国の方々てあると登録担当者に聞いた。

すさまじい動員てはないか。このWCAPに注

いだ韓国の方々の努力、慈気込みが伝わって

くる数字てはある。それだけに、日本からの

参加者が200人に達し、また発表もあれだけあ

ったことて隣国の義理を果たせたといった廿

本畜産学会のある役員の言薬はうなづけるも

のがあった。

開会式における韓国の方々 (WAAP会長イ

ン ・K・ハン教授、組織委員会委員長J. K 

・ハ教授、 ソウル大学長、農林大臣）のスピ

ーチにはそれぞれ、この経済状況のド、みな

さんには：：：-迷惑をかけた、のた(•'いの言葉が
あり痛々しい思いもした。政府は直前に助成

金を減額したと言うし、アジア諸国は粁並み

周知の経済状況て‘、この地域からの参加者は

予定を大幅に下回ったに追いない（登録料収

入の滅になる）。畜産も大不況だと言うから寄

j 



帷も f定通りは集まらなかったてあろう。

功ため、招待講演者の旅費を‘片初のf定通

岐出てきなかった等、数々の予走変史を余

”な〈されたようてある。この間の主催者の

位は想像するに余りある 。

閉会式て‘司会を担‘片した組織委員長が、

「¥¥'CAPが終わることになって私は木‘りに

ハッピーだ」と言ったのは準備した言葉ては

砂ようてあったが本音てあったてあろう。

会楊は爆笑とともに拍手て応えた。ハ ン教授

ば「家内にはお礼を言わなければならない」

ばって奥さんを会場に紹介した。会場は暖

かい拍手に包、まれた。韓国はよくやった、 こゞ

若労さん、の気持ちは閉会式に出席した人た

ちに共通した感情てあったてあろう 。会場総

tちになって拍手を送るシーンが閉会式中 2

回もあったーいい閉会式て あ`った。

私がWCAPに参加したのは前に述べた展

示担当としててある 。実務は同行した同じ協

会の清水氏とソウルの女 f大生チャンさんに

お顛いして私はWCAPに頻を出していたわ

けてある このチャンさん、いかにもしつけ

の行き届いた良家の有ちと言う印象を与える

お嬢さんて、昨今の我が国て｀いえば希少種に

属する 。WCAPの蔽終H、お上産にと彼女の

母上手作りのキムチをホテルまて届けていた

だいた。店て買うより絶対おいしいからと 吾

うのが理由てある 。

彼女に限らず、韓国の方は義理堅い、 と思

うことを何回か経験した 1週間てもあった。

第3回エコバランス国際会議のこ案内

日時 ：1998年11月25A (水） -27日（金）

場 所：r. 業技術院 筑波研究センター 共用講堂（つくは廿i)

主催 ：悧t)木踏科学技術協会閻環境梢報科学センタ ー

（扮農林水産梢報協会 （初産業環境管理協会

後援 ：科学技術fl' 環境庁混林水産省 通商産業省

本会議ては製品の製造過程においてその原料の調達から廃棄に至るまての環境への負荷を軽址 ・評価

する手法として注目されて いるLCA(ライフサイクルアセスメント）に関連する発表が行われます。こ

のLCAは農業分野ても品近その取り組みが始められているところてあり、本会墳ては雀産環境関係の発

tt f定されております。詳細につ いては未踏科学技術協会 (03-3503-4681) まてお問い合わせドさ

。`
 

,~' 
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I 海外情報2』

ゲノム解析研究の最前線
品須賀 晶＋（たかすが あきこ）牡畜産技術協会附属動物遺伝研究所

はじめに

5月9日から23日の15日間にわたって米国

へ出張し、コールドスプリングハーバー研究

所開催のゲノム解析研究の学会に参加すると

ともに、 ミネソタ大学および米国屁務省肉畜

研究センター (USDA/MARC) を訪問し

た。ゲノム研究の最新情報を得るとともに、

多くの研究者と交流することがてき、大変に

剌激をうけた出張てあった。 ここに、その概

要を報告したい。

1 • コールドスプリングハーバー
「ゲノム地図作成、塩基配列決定、

およびゲノム生物学」学会

コールドスプリングハーバー研究所は、ニ

ューヨーク市東のロングアイランドの静かな

水辺に位沼し、 DNAの二重らせんモデルて有

名なJ.D. Watsonが所長をつとめる研究所て‘

ある（写真 1)。 その地て、 5月13日から 17E.I 

の 5日間、総演題数254、参加人数450名（内、

日本人23名）て、ゲノム解析研究の最先端を

いくヒトゲノムの研究成果を中心に、熱い討

論が交わされた。

ヒトゲノム解析においては、 1990年にヒト

ゲノム解析プロジェクトが始まって以来遺伝

地図や物理地図の整備が行われ、すてに

24,568個のDNAマーカー (12,604個の発現塩

碁配列座(EST)JlliAll、5264個のマイクロサテ

ライト 用ヽ&2)、その他）から成る遺伝地図とその
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約60%をカバーする YACコンティグ ＇が

作られている 。 そして現在は、いくつもの遺

伝病について、ボジショナルクローニングす

なわちその追伝病に連鎖する染色体領域の全

塩基配列を決定して原因迫伝子を同定するこ

とが行われている 。今学会ても、大籠塩基杞

列決定のセッションては10以上のグループか

ら、ウィルムス腫瘍(WT2、11番染色体の800

kb)やダウン症 (21番染色体の1.5Mb)など

の迫伝病関連領域の塩碁配列決定の報告があ

った。 スタンフォードヒトゲノムセンターて

は、現在約 8Mb/年の塩甚配列決定能力があ

るということて、今や数Mbの塩甚配列決定

が生産ラインにのったという印象を受けた。

ゲノムの塩碁配列決定は、 YAC/BACクロ

ーンの整列化（コンテイグ作成）、各整列クロ

ーンから適当な長さのDNAへの断片化とそ

の調製、各DNA断片の塩碁配列の決定、配列

情報の編集という一連の行程によって行われ

る。各整列クローンの塩基配列決定は、まず、

写真 1. コールドスブリングハーパーでの昼食風景c



D~A断片をランダムに塩基配列決定して編

!し、数個の大きな配列にした後、各配列間

0ギャップを埋めていく (gap closure)、い

碍るショットガンシーケンスという方法に

よって行われるが、各グループともgapclo-

,u reの困難さが共通の問題点となっていた。

ヒトゲノム解析プロジェクトは、 7年後の

2005年のヒトゲノム全塩基配列解読を目指し

，，いるが、現段階てはまだゲノムの10%が解

峠れたにすぎない。塩甚配列決定の一連の

作業をいかに迅速に効率よく行うかは依然と

して重要な課題て‘、 96チャンネルのマイクロ

ディスペンサーてシーケンス反応とゲルロー

和ングを自動化した装置や96レーン蛋光

D~Aシーケンサー、質祉分析装習を用いた塩

甚杞列決定などの紹介があった。また、 Opti-

cal mappingといって、 一本一本のBACクロ

ーンを直接カバーグラス上に伸ばし、制限酵

翻化することによって、制限酵索地図を作

成するという方法には目を見張った（図 1)。

暉ては、 F.Collins (米国国立ヒトゲノム研

語）が、正確度の向上 (errorrate< 10り、

低コスト化($0. 5/bp)、情報の早期公開（＜

24時間）の目標を、 また、 J.C. Venter (The 

Institute for Genomic Research) は、全ゲ

／ムのショットガンシーケンスを行う構想を

述べた。

//----—\ 
‘‘ 

ゲノム地図作成のセッションては、 SNPs

（シングルヌクレオチドポリモルフィズム）

が大きな話題てあ った。SNPとは、個体間に

みられる塩碁配列中の一塩基置換のことて、

ヒトの場合、約 1kbに一個の割合て存在す

る。現在型判定に利用されているマイクロサ

テライトより 一桁以上品い頻度て存在すると

推測されることから、今後どんどん遺伝病や

祉的形質のマッヒ°ングに活用されていくと思

われる（図 2)。 ヒトてはすてに2,227個の

SNPが遺伝地図上にマップされ、最近公開さ

れた。SNPの検出には、マイクロアレイや質

祉分析装四が用いられていた。マイクロアレ

イとは、多数のオリコ ヌ`クレオチドをフィル

ター上にスポットし固定化したものて、検体

DNAとのハイブリダイゼーションにより 一

AC AA 

AA AC AC AA AC AC AA AC 

... CTTCGAGAGAGTTG眉ACAGATTCCTGGAAG... 

図 2.SNPを用いたマッピング

四角で囲んだ一塩基置換により 、型判定がで

きる。

一本のBACクローン。

／ ＼、
~ 点線のように見えるのが

制限酵素で切断された部位。

十一4 H-4 作成された制限酵素地図

図 1• Optical mapping 



塩基置換を検出する。マイクロアレイは他に

も、多数のcDNAを固定化して各組織や各発

生段階の遺伝子発現を調べること等に利用さ

れていた。一方、質量分析装置によるSNP検

出 (GeneTraceSystems社）は画期的て‘‘、わ

ずかlOfmolのDNAからPCRを行い、 1サン

プ）りあたり 7秒以下て型判定がてきるという

ものてあった。

ヒトゲノム地図ては、早くから、発現塩基

配列座 (EST)の大量シーケンスと放射線照

射雑種細胞パネルを用いたマッヒ° ング町い）に

より発現遺伝子地図 (transcriptiona・lmap) 

の充実が計られ、 1996年には、 16,354個の発

現塩基配列座位がマップされていたが、今回

30,262個の発現遺伝子座位から成る地図にバ

ージョンアップされた。これは、インターネ

ット上のホームページ (http://www,ncbi, 

nlm,nih,gov / genemap)て｀公開される。今後

マウスをはじめ家畜や他の動物ては、ヒトと

のゲノム比較地図 (comparativemap)を介

して、この情報を活用していくべきだろう。

遺伝子機能を調べる有効な方法のひとつが

マウスの遺伝子ターゲティング技術だが、こ

れについては、今まての一遺伝子のターゲテ

ィングてはなく、数個の遺伝子を含む大きな

領域を欠失させ、そこに各遺伝子を導入して

形質の回復を見るという手法が提案されてい

た。今後は遺伝子機能の解明がますます重要

になってくることから、多くの欠失マウスの

作成が望まれる。

以上のように、学会に参加して多くの情報

を入手することがてきた。家畜ては、遺伝地

図上のマーカー数がまだ少ないために（米国

農務省公開マーカー数、牛は1236個）ポジシ

ョナルクローニングは、現在なかなか困難て

ある。私たち家畜ゲノム研究者は、まず、ゲ

ノム比較地図を充実させ、ヒトの遺伝子地図

,,. 24 

の情報を利用てきる土台作りをすることが伶

先課題てあると考える。そうすれば、ヒト0)

情報をマーカーとして利用てきるとともに退

伝病の原因遺伝 fなどについては、候補遺伝

子をさがすことが容易になるだろう。また、

和牛のように近交係数の高い家畜ては、マイ

クロサテライトマーカーがホモ接合体になっ

ているため型判定に使えない状況にしばしば

遭遇する。その意味て‘‘、 SNPによる型判定も

今後大いに活用したい。

もミネソタ大学および米国

農務省肉畜研究センター訪問

今回、学会の他に家畜ゲノムの研究状況を

把握するために、ミネソタ大学のC.W. 

Beattie教授、及び、米国農務省肉畜研究セン

ターを訪問した。

Beattie教授の研究室ては、主に豚を中心に

発現塩碁配列座のシーケンスと放射線照射雑

種細胞パネルを用いたマッピングを行ってお

り、実験手法の詳細まて意兄を交換すること

がてきた。また、豚の肉質の連鎖解析や、

microdissectionを用いた染色体特異的なう

イブラリーの作成についても話を聞くことが

てきた。私たちは、 Beattie教授と共同て、(])

牛のマイクロサテライトマーカーの大蘭開発

(2)牛の放射線照射雑種細胞パネル作成、を計

画しているところてある。

米国農務省肉畜研究センターは、米国のは

ぱ真ん中ネブラスカ州リンカーン空港から篇

速道路を西へ 2時間くらい走った所、広大な

自然の中に位置していた。牛の肉質の連鎮鮮

析を行うために、和牛と他品種間の大規模な

資源家系 (resourcefamily)を造成中て、実

際に牛を飼っているところを見学することが

てきた（写真 2)。敷地が広いので放牧場て＇

は一頭が200ヘクタールも歩き回れるそうだ。



写真 2.米国農務省肉畜研究センターにおいて。

粒lては大きな家系を造ること（連鎖解析に

,! 重要）がそれはど大変てはないように思わ

れた。和牛の森降りという肉質については、

醐が多いということて健康志向から敬辿さ

Iしる一方て、柔らかい肉質という観点から典

を持たれていた。

おわりに

今回痛切に感じたのは、米国と日本の梢報

昼の差ということだった。 SNPにしろマイク

nアレイにしろ、困内への達入はこれからと

息われる。技術市新の速い分野だけに、積極

的に新技術を＃入していかなければならない

と、あらためて感じた。

牛の連鎖解析においては、米国煤務省肉斎

研究センターのみならず、各国とも肉質をタ

ーゲットにしており、先陣を争っている。私

tちが他に先駆けて和牛の優れた遺伝 rを明

らかにするためには、 しっかりと戦略を立て、

関係各機関と共[ri]て研究を押し進めていかな

1/ればならなし、と強く思った。

譴解説

ll発現塩墓配列座 (EST)

cDNAクローンの 5'または 3'未端の部分

廷配列（数百base) を決定したもの。ゲノ

ム上のDNAマーカーとして利用てきるとと

もに発現追伝子のカタログとしても利用てき

る。

2)マイクロサテライト

(CA/GT) nのように数塩基の繰り返し単

位からなる反復配列。個体間て反復数が発な

るため（多形性がある）、刑判定に用いること

がてきる 。 また、ゲノム上に約50,000-

100,000コピーが比較的偏りなく存在するの

て、連鎖解析に有用てある 。

3) YACコンテイグ

YACとは酵母人工染色体のことて、数百～

2Mbの大きさの外来DNA(ヒトや牛のゲノ

ムDNA)を酵母の中て安定に保持することが

てきる 。例えばヒトの染色体のある領域を、

且いに重なり合う領域を持つYACクローン

てカバーしていくことをコンティグ作成（整

列化）といい、 一連のYACクローンの並びを

YACコンテイグという 。

4)放射線照射雑種細胞バネルを用いたマッ

ビング

ヒトや牛の細胞に放射線を照射し、染色体

を断片化した後、ハムスターなど留歯類の細

胞と融合させて作った雑種細胞。ヒトや牛の

染色体断片の一部は、留歯類の染色体中に組

み込まれ安定に保持される。種々の染色体断

片をもつ放射線照射雑種細胞を集めたものを、

放射線照射雑種細胞パネルと呼ぶ。

ゲノム上近接した遺伝 f同士は、放射線照

射後も同じ染色体断片中に存在する確率が高

い、すなわち、放射線照射雑種細胞パネルの

中て同じ細胞に存在する確率が高いのて‘、こ

れを用いて、遺伝 fのマッヒ°ングがてきる。



l . はじめに

~ II 
人[授粘技術の進展に伴い、経済能力が優

れたこ くゞ一部の品種が世界中に広がり畜産業

ゎ を支えている。またわが国のみならず泄界巾

て、 i:地開発による自然破壊は笞しく、多（

I~ か の貫重な動物種はすみかを追われ、滅少ある

いは滅失の危機にある 。このように、飼養さ

国 れる動物品種の数は減少し、飼蓑している軌

物相互の追伝的類似性は急速に進行している。

ヽ に 一方、畜産物に限らず食品に対する消費形

ヽ

ぉ
態は大きく変化してきた。すなわち岱品質化、

多様化、個性化などて、 こゞく限られた特徴あ． 
け

る品種から生産される畜産食品への関心は硲

｀ 
い。またバイオテクノロジーなどの先端的科

る
学技術の発展は目ざましく、将来的には特定r;, な有用迫伝＋を用いた家畜の改良が飛躍的に

動 進み、畜産物の生産性が安定して向上するこ

とが期待される。

ヽ 物 動物追伝資源の減少や遺伝的類似化の進行

は、多様なニーズが期待される動物の遺伝＋． 保遺 の枯渇を意味するものてあり、早急に国家的

な長期的視点から動物遺伝沢源の保存を図る

存伝~ ; 必要がある。

＇ と資 2 • 在来家畜の飼養状況

利源
現在わが国て｀飼簑される家畜のうち、乳牛、.. 豚、羊の多くは戦後に輸入され、肉用牛は在

ヽ 用の 来品種と輸入品種との交雑から作出された。

明治維新 (1886年）以前にわが国に導入され、

今日まて‘飼養されている在来家畜としては、， i 在来馬（北海逍和種、木曽馬、対州馬、御簸

小畑 太郎（おばた たろう） 馬、 トカラ馬、宮古馬、与那国馬、野間馬）、
農林水産省農叢生物資源研究所 在米牛（兄島牛、日之島野生化牛）、在来山羊

（シバ山羊、 トカラ山羊）などがある。この,I 他全国各地に多くの在米鶏が飼育されている。

在米家畜の保存対策は品種によって異なる。
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彗馬においては現地の保存会が中心になり、

勁な査金援助も得て飼育されている。牛に

'')いては、見島牛は現地に保{:f.会があるが、

]と島野生牛については特に保存のための対

廣はとられていない。在来山洋は、反粉家畜

；）実験動物として現地以外の試験研究機l剥て`

蹟されている。在米庭の多くは、熱心な愛

廿家によって飼育されている。

ふ在来家畜の保存上の問題

いずれの在来家畜も、利用が限定され生産

も：乏しいことから、現地における生体保存

：ば、①飼＃管理上の晶題、②近親交配など

籾上の課題、③経済上の課題、④将来の活

月上の課題、などの問題がある。①の諜題は、

彗家畜を飼育する技術や関心を持った人の

盈飴化てある。②の課題は、動物を小さい集

訳紺育した場合の近交退化てある。近親交

鼓行うと迫伝的に均ーな集団が造成される

貼，はあるが、同時に不良迫伝子が固定され

環率も高まる。近親交配の弊害は近交退化

cして、繁殖性や強健性などに現れる。③の

闘は、経済的な問題から個人による飼育が

輯になっていることてある。在米家畜は経

済動物てはないため、飼育によって収入を得

るのは容易てはない。例えば、在来馬の釆馬

月への販路には限界があり、食肉用としても

多（は望めない。④の課題は在来家畜の活用

~•ある。近年、 f供も大人も家畜を身近に飼

肌、触れ合う機会はほとんどない。そこて‘

鰈家畜の飼育や乗馬などのレジャーを地域

〇活動の中に取り込んた事業の展開や、多様

な遺伝的変異を研究索材として活用すること

：；どが重要になる。

4. 農林水産ジーンバンク事業

わが国の迫伝資源情報の収集、管理の充実

ジーンパンク事榛で収集した精子や胚の生殖細胞

は、液体窒素の中で安全に保存管理されている。

強化を図る目的て‘‘、 1985年から塁林水産省ジ

ーンバンク事業が実施されている このポ業

は植物、微生物、動物、林木、水産生物及び

DNAの 6部門に分かれている。 6部門のうち

植物、微生物、動物、 DNAの 4部門のセンタ

ーバンクは製業生物資源研究所にあり、林木

および水産牛物のセンターバンクは、関東林

木育種場および養殖研究所にある。サブバン

クとして各地の試験研究機関や家畜改良セン

ターなどが含まれており、それぞれの機関の

機能と立地条件を生かし、組織的に連携した

システムて運営されている。事業ては、国内

外から追伝査源を探索 ・収集し、分類 ・同定、

特性の調査増殖、保存、配布を行うととも

に、これらの追伝資源情報をデータベース化

して、試験研究機関や民間、大学などに情報

を提供している。

ジーンバンク¥業の動物部門が保存してい

る追伝資源の一部は表にぷした。上にわが国

の在米品種、近年減少が著しい品種・系統や

非常に特徴がある品種などになっている。こ

れまてに多くの県や民間の方々の協力を得て

貫重な遺伝資源が順調に収集てきてきたこと

には、追伝査源の電要性が広く一般に認識さ

れてきた こともあるが、煤林水産ジーンバン

ク事業が果たしてきた役割が大きい。インタ
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ーネットによる情報は、 ジーンバンク： http: 

I I www.gene.affrc.go.jp I、DNAバンク：

http:/bank.dna.affrc.go.jplて｀得られる 。

i
 

5 . 遺伝資源の凍結保存と生体保存

(1) 生殖細胞の凍結保存研究

実用的に改良された経済能力の高い家畜が、

産業的に重要視されるのは当然てある 。 その

ためこれらの家畜の飼育頭数は多く、その保

存に特別配慮する必要はない。 これに対して、

経済価値が低い在来家畜や、経済的な重要度

が大きくない徳用品種に対しては、適切な保

存と管理が重要てある 。遺伝子の保存という

意味ては、生体、精子、卵子、胚のどの形態

においても有効てある。しかし、保存にかか

る費用を軽減し、保存中の遺伝的変化を防ぎ、

疾病や事故などによる危険を避けるためには、

生殖細胞の凍結保存が安全てある。ただし現

状ては多くの研究課題がある 。

牛の精子については凍結保存技術がほば確

立している 。馬、豚、鵠の精子の凍結は一応

出来るとは言 うものの、個体により耐凍性や

生存性が大きく違うため、耐凍性が個体て著

しく異なる原因を解明するとともに、受胎率

を牛程度に向上させるための研究が必要てあ

る。胚の凍結技術は牛ては一応確立している

が受胎率が低いため、これを牛の人工授精程

度の成績に向上させるための研究が必要てあ

る。馬胚の凍結は世界ても成功例が無い。豚

胚の凍結に関しては、世界て‘‘わずか数例の成

功例があるにすぎず、技術が一般化するまて‘

にはさらに多くの研究蓄積が必要てある。鶉

胚の凍結技術は全く成功していない。また卵

子の凍結技術は、何れの動物種についても今

だ成功していない。今後は、未分化な生殖細

胞の体外培養・増殖系の開発も重要な研究課

題になる。これらの研究はいずれもリスクが

産子数について特徴をもつ遺伝資源の中国豚。有
用遺伝子を特定する研究素材として重要である。

日本在来馬の 1つである野間馬は、小型でおとな
しいため児童の乗馬用としても活用されている。

大きく、 しかも研究の時代的要請に合致し1:

くい面があるため、動物遺伝資源分野におい

て集中的に研究開発を進める必要がある。

(2) 生体保存の意義

動物遺伝資源の保存は、生殖細胞の凍結保

存のみては完全てはないことに注目しなけれ

ばならない。凍結した生殖細胞を解凍し、同

じ品種の雌の子宮に戻し子供が生産てきてIt

じめて保存したことになる。この点ては動物

遺伝資源の保存は、植物の種子の保存とは全

く異なり、むしろ種子の保存が困難な樹木種
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1/保存に類似している 。 また生殖細胞のみの

存ては、社会的には存在感が乏しい。在米

!i畜の文化・歴史的観点からも、生体保存が

持つ意義は極めて大きい。

多くの純粋種を生体て保存てきない場合に

ふ純粋てはない集団を作ることも考えられ

；。すなわち哭なる形質を有する複数の純粋

目を一定の順序て交配し、交雑種の中に必要

; 遺伝子を保有する 。維持されるのは元の純

潅てはないが、その家畜は保存したい迫伝

fを保有している。凍結した生殖細胞のみか

；は、品種の存在感は味わえない。

ふ遺伝資源の新しい活用の例
(DNAマーカー育種の研究素材）

家斎の集団において、発育や乳見などの址

卵質に関与する追伝子群 (QTL)の位匹を

推定するには、完全な近交系てはないが近交

系に近いものを甚にして、 F 1あるいは戻し

躇集団てある実験ファミリーを作り、 F2

訊てのマーカーと形質の関連からQTLの

存在を推定する研究が行われている。この楊

幻）NAマーカーと形質の分離を明瞭に起こ

させるには、交雑する品種間の迫伝的距離が

大きいことが必要てある。ここて遺伝査源の

出番になる。現在、黒毛和種 X リムジン、梅

諏 Xミニプタ、ランドレース X猪などの交

., て実験ファミリーが作出され、 DNAマーカ

ーを利用した育種試験に用いられている。

毛色や角の有無などの質的形質と DNAマ

ーカーとの関連についてはいくつかの成果が

縣されている。無角と有角の牛を交雑して

作った家系について、マイクロサテライトマ

ーカーと角の有無との関係を調べた結果、無

月の遺伝子と連鎖する DNAマーカーが第 1

逹1本上にあることが発見された。毛色は常

追1本上の単一迫伝子座によって支配されて

いる 。毛色が異なる品種を交雑して作出した

家系を解析した結果、毛色は第 5染色体いこ

あるDNAマーカーと深く連鎖していたとい

う報告がある。乳牛のプラウンスイス種にお

いてWeaver病（進行性脳脊髄炎）が発現した

家系を分析して、 Weaver病の発現と述鎖し

たマイクロサテライトマーカーが第 4染色体

上て発見されている。この結果、 Weaver病は

DNAマーカーを調べることて牛群から取り

除くことがてきるようになった。 このように

DNAを利用した診断や育種法は順次開発さ

れてきており、特徴ある追伝子を持つ動物の

保存の重要性は今後益々高まってゆくものと

思われる 。

7 . おわりに

将来的には、それぞれの動物遺伝査源が持

つ特徴ある形質のみを取り出し、家畜の改良

に適用する技術が開発される可能性がある。

すなわち家畜のDNA解析により、有用迫伝子

の位置と構造が解明され、それを追伝子工学

的手法によって他の個体に取り込ませること

も考えられる。これまてに収集した動物遺伝

資源についても、細胞あるいはDNAレベルて‘

の情報と利用についてさらに研究を進めてお

く必要がある。

一方、生物多様性条約の締結以降、遺伝資

源の持つ権利の所在が国際的に注目されるよ

うになった。そのような情勢下ては、動物遺

伝資源の収集・保存は、飼育されているそれ

ぞれの国との分担協力による保存体制を整備

することが直要になる。現地ての保存のため

の技術的協力と資金援助や、 FAOによる動物

迫伝資源の国際的な情報ネットワークの構築

等に貢献することが重要てある。
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国廉協力情親

ウルグアイ国の畜産とプロジェクト技術勧
小池生夫（こいけいくお）

国際協力事巣団派遣専門家

ウルグアイ国（正式国名：ウルグアイ束方

共和国）への獣医研究所強化計両協}J (平成

8年10月 1日一平成13年 9月30n) へ平成 8

年10月 1IJに赴任して以米、 1年を過ぎ、そ

の間研究所における自分の協力分野（ウイル

ス）の業務のみならず、野外視察を多数回実

施してウルグアイの畜産の一端を見聞してき

ました。見聞してきたものを今後に漸次報告

していくつもりてすが、今回は当国の畜産の

概要と現在実施中の獣［戻研究所強化計画を要

約して紹介します。

ウルグアイ国の概要

ウルグアイ国は南‘臼球の南綽30-35度、西

経53-59度の間に位置し、アルゼンチンとプ

ラジルに挟まれるようにして大西洋に面して

います。国上の広さは約17ガ6千ヤ方キロメ

ートルて,LI本のおよそ半分てす。人nは約315

万人 (96年度調査）てスペイン系とイタリア

系が上体てすが、インディオの割合ははぱ皆

無てす。夏期は12月から 3月て気温は22-30

℃、平均23℃て` すが、 40℃を越える日もまれ

にあります。冬期は 6月から 9月て気温は 2

-13℃てすが、内陸部ては 0℃以下になるこ

ともあります。雨埜は首都モンテビデオて‘年

平均Tミリ程度てす。国土を眺めますと岩山

が約33%を占めますが、最甜地点て海抜513メ

ートルて‘す。その他はなだらかな丘陵地帯て‘
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国上令1本ては平均海抜117メートルてす。温地

帯が約 5%あり米作に利用され、また、林業

向きの地帯が約13%ある他は草原地帯が広が

っています。七地利用形態 (96年度統計）て

は約80%が自然卓地て‘、改良及び施肥草地は

約10%、残りは飼料作付け、果樹、野菜、 A

工造林等て‘占められています。ウルグアイは

かつては戦争特需の恩恵て畜産物輸出により

富を築き「南米のスイス」と呼ばれたことも

ありましたが、 1955年以降の屎気は下降気味

となり 80年代後半の国民一人あたりのGDP

はU本の約12分の 1てした。その後、経済は

徐々に [11]復し1996年のGDPは約5900米国ド

ルに逹しました。

畜産の概要

国の紋立には天秤、牛、馬とモンテビデオ

とよばれた丘から成る 4つのシンボルが刻i

畜光技術 1998年9月サ
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/lています。天秤は平等と正義を、牛は豊か

終、馬は自由を、丘は防御と力を表してい

，tす。牛と馬がシンボルてあるように地勢の

Hを生かした牧畜業が発展してきましたが、

近年の国内総生産てはサービス業がおよそ 6

齢占める一方て、展牧水産業は 1割強と低

下しています。 しかしながら、輸出額の約 8

Plは農牧産品と同加工品て‘占められ震牧1-E]と

して位置づけられるて` しょう。 その俗産は牛

と羊力屯体て近年の飼育頭数ては牛が一千Jj

顧後、羊は二千万頭前後（表 1) てす。畜

産物輸出ては牛肉と洋毛がE要産品て次に皮

靱び皮革製品等があげられます。酪牒部門

這年成長していますが、 blI[つほどには至

っていません。

飼育品種をみますと肉牛てはヘレフォード

が大部分を占め残りはアンガス及び交雑種て‘

す。乳牛ては90%強をホルスタイン種が占め

flりはジャージ一種等て‘す。羊は コリテ'-)レ

目が主体（約70%)て、 その他はポールワー

ス種とメリーノ種等て‘す。

飼育形態は大部分が自然卓地ての通年放牧

で牛と羊の混放（牛 1対羊 3)が一般的にみ

られ、南米のカウボーイ （通称：ガウチョ）

岐の世話をしています。一方、フィードロ

ット方式に よる肉牛肥育は一部て実施されて

農1 近年のウルグアイ国の主要家畜頭羽数

ti 1994年 1995年 1996年

牛 9,736 10,333 10,612 

羊 22,078 19,946 19,690 

鳥， 400 405 439 

屈 300 350 394 

-~ ニii}:
干頭羽単位）＊ヤギ： 6千から 8千頭を推移 (FAO/

OIE報告資料より）

レイヤ一種鶏： 3万~4万羽 (1996年）

プロイラ一種鵠：約23万羽 (1996年）

いるのみて‘す。酪展における利用面積は平均

150haて、その約'f:分は改良草地て‘残りが自然

1罪地て‘す。搾乳時にミルキングパーラーが利

用され配合飼料が与えられる以外は放牧され

ます。概観してこの国の畜産の特徴は、国七

令体が大牧場といえる地勢を利川し、自然放

牧をJ:体として肉牛、緬羊等の飼養が過去、

現在そして未米にわたり可能てあることて‘す。

さらに改良単地を増やしながら投類に依存し

ない牧草中心の畜陥を推進てきる点が詞IE]の

強みてす。牛産面から眺めますと 1996年にお

ける牛肉の総生産は約42万トンて｀、その内約

21Jjトンが輸出され輸出総頷は約 3億米ドル

に逹し、また同年の Eな輸出先（シェア別）

はEU諸国（英、閾、独、伊等） 25%、プラジ

ル21%、米国19%、イスラエル17%、チリ 4

％、 その他13%とされています。羊毛の1996

酪農家にはサックリングパーラーが普及

南米版カウポーイ（ガウチョ）
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年の輸出額は約 3億 5千ガ米ドルて‘蔽大の輸

出先は中国て‘す。酪混ては1996年の牛乳生廂

h1が約10億リ ッ トルあり、その内約 7億 3T

ガリットルが加 r用に供されています。一方、

投豚は規校、頭数共に産業的にはマイナーて‘‘

す。養鶏業は90%近くが首都近郊に集中して、

その中には種鶏場と促焙場を一貫経営する大

養鶏産業も数社出現していますが、牛や羊の

地位には遠く及びません。 しかし、賠卵や灼

肉への訴要増大により発展する可能性も否定

てきません。馬の頭数は豚よりも多く 一部は

乗馬用としてEU諸国へ輸出され、また、馬肉

がEU諸国の他に H本へも輸出されています。

ウルグアイの国民一人あたりの近年の年間

消費肉鼠は牛l会］が70kg前後て、や、豚及び鶏の

各肉を総計すると 100kg前後てす。

プロジェクト技術協力

畜産大国ウルグアイにおいて最大の竹威は

口蹄疫てした。 日蹄疫の撲滅を目指して財政、

人力の大半を注いだ結果、 1990年以降発生報

告もなくなり、 94年 6月からはワクチン接種

を中止し摘発淘汰法が発行され、 95年からは

米国にも牛肉を輸出てきるようになり 97年に

は日本もウルグアイを日蹄疫清浄国として承

認するなど実りある成果が達成てきた反面、

他の家畜伝染病についての迅速かつ正確な診

断技術及びその研究体制が立ち後れてしまい

ました。さらに近年の経済ポ情の悪化により

自力て‘寸〖て直すことが難しくなりウルグアイ

政府は家畜衛牛．研究局に対する日本の技術協

力を仰いてきたしだいて‘す。かような背最を

表わすかのようにプロジェクトの表題も「獣

医研究所強化計画」となりました。その協力

分野と七要内容は以 Fのとおりてす。

1. 分野：病理、細菌、ウイルス、生物資源。

2. 主要内容
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ブロジェクトサイトの家畜衛生研究局

牛と羊の混放が一般的である

1)病理：組織学的診断、マイコトキシン中

毒の診断。

臨床病理：感染症に起因する繁殖障害、トキ

ソプラズマ感染症の診断技術の改普。

2) 細菌：微生物感染症（特に抗酸菌感染症、

ブルセラ病）の診断、繁殖障‘苫の診断（特

にカンピロバクター、マイコフラズマ、ト

リコモナス、 レヒ°トスピラ）技術の改普。

3) ウイルス：日蹄疫以外の各家畜のウイル

ス感染症の診断技術の改普。

4) 生物査源：マウス、モルモット、ウサギ

等実験小動物の繁殖維持及び生産技術の向

上。

プロジェクトサイトてある家畜衛生研究局

はモンテビデオ郊外の国逍 8号線沿いに位置

し、敷地は約300X400mてす。 1980年代後半

に自力て建設したものて 2階建て研究棟 (60

如産技術 !998年9月9



12m)が2棟、病理部 (21X 28m)、ウイル

湛 (19X13m)、実験動物舎 (12X 21 m)、

，速動物舎 (12X2lm) 等があり付帯施設と

して職員食党、研條生用の宿舎、倉庫、牛含、

構羊含、変電設備、 自家発屯機、ボイラー室

等b備えています。職員は総計て｀約180名に登

り技術スタッフは30代以上て協力分野のカウ

ンクーパート (C/P)は全員が共和国大学卒て

t。C/Pの経歴によれば、はぱ全員が欧州諸

目、米国及び近隣諸国へ短期、長期にわたり

畔、技術研修等の豊富な経験を有していま

tし、南北米諸国や欧州諸国と常日頃から交

直してセミナー筈が頻繁に衛生研究局て行わ

れています。かようにプロジェクト H標達成

にむけての人材官のベースな強固てす。しか

し、ハードの面て既存の機器類の老朽化、器

具類のイ湛：、実験動物の維持体制の不備、さ

らに新しい診断技術実践に必要な機材等の欠

如など多くの問題を抱えています。そのため、

リーダー、調整員を含め計 5人の長期専門家

が派遣され、さらに 2年間て 1億円近くの機

利供与が行われています。日本ての研條も 98

年度まてに 5名のスタッフが受けています。

いろいろな問題点が専門家により指摘され、

今後もされていくと思われますが、目標に向

かい一歩一歩あゆんているところて‘す。

以上

「全国山羊サミットin山之口」の開催

開催期日 平成10年10月2日（金）・ 3日（土）

開催場所

宮城県北諸県郡山之口大字花木2667-2 

シルバーヤングふれあいの里

電話 0986-57-4577 

主 催

瞑法人日本緬羊協会

全国山羊サミット実行委員会

誼行事 第1日目 13: 00-17: 40 

申し込み・問い合わせ先（申し込みは10年 9月4日まて）

宮崎県北諸県郡山之口町大字花木2005

山之口町役場産業振興諜

電話 0986-57-3111 FAX 0986-57-4142 

後援

農林水産省 • 宮崎県 • 宮崎県山之口町 ・鹿児島県十島

村 ・地方競馬全国協会 ・勁宮崎コンベンションビュー

ロー・ 閻農山漁村文化協会 ・（初家の光協会他

1)碁調講演 〇今、なぜ山羊なの力、 長野 貢氏

2)甚調報告 0世界の山羊 〇山羊の疾病とその対策

3)糾例報告 〇山羊乳利用について 〇山羊肉利用について 他 4題

第2日目 9 : 00-12: 30 

1)総合討論 〇座長萬田正治氏 0アドバイザー新城明久氏

2)山羊飼養状況等の現地視察 中村牧場及び山羊乳加工 ・販売所
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青森県

公共牧場再編へ
の取り組み

津島靖宏（つしま やすひろ）
青森県農林部畜産課

グラピアB頁
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1 . はじめに

93年12月に、ガット・ウルグアイ・ラウン

ドが合、なされて以来早や 5年、この間、農，

畜産物の国際化、 自由化が一段と加速してい

る中てあと 1年余てWTO(世界貿易機関）0

次期交渉が開始される。

一方、現下の混業を巡る情勢は、農山村〇

過疎化、離震者の増大、 そして消股者の視岱

から「健康」「安全」「安心」な食糧が求めら

れている守々を背屎として、いま農業生産柑

造の根本的な変革が求められている。

本県の大家畜生産においても就業者の嵩齢

化と担い手不足、畜産物価格の低迷そして既

境保全への投資増大などにより、低コスト生

産に向けた経営規模の拡大が難しくなってい

る守、益々厳しい局面を迎えている。

このような中て、 これまて大家畜牛産の振

興に寄与してきている公共牧場も社会的、経

済環境の変化から、利用頭数の減少など新t:

な課題も生じており、これらの解決が最重要

となっている。

このような状況において、 8年度から県内

公共牧場利用の実態や利用展家の意向等を調

森し、今後の公共牧場の活性化と効率利用じ

向けた計画を策定する一方、関係機関からな

る「公共牧場再編整備検討委員会」を設置し、

公共牧場が抱える課題とその対応について検

討がなされた。

2 . 公共牧場の現状

本県における公共牧場は、昭和30年代1{

は馬産時代の旧入会地等の共同利用牧場が主

体をなしていたが、 40年代、大家雀の生産振

興に伴い、地域畜産振興の拠点として積極的

に建設したことから飛躍的に増加した。

その後50年代以降に開設したものを含めて、

畜産技術 1998年9月号
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合記の牧場数は147牧場となっている。

このうち、 33牧場が廃止又は休牧中てあり、

現在利用されているのは114ケ所てある。

麟牧場の利用状況を夏期の利用頭数てみ

社、 H2年には19,492頭てあったが、 HS年

，：は37%滅の12,403頭まて落ち込んている 。

育種別には、乳Ff]牛が1,345頭から 1,241頭、

肉用牛が18,147頭から 11,162頭となっている 。

紐率（放牧頭数／飼養頭数）ては、乳用

牛（成牛、育成牛）が14.7%から 15.0%と横

訊てあるのに対し、肉用牛（繁殖成雌牛）は

91.1%から81.5%に浴ち込んて｀、いる。

怜

日日

t
 

ur・
1
x
t

L公共牧場の課題

1 利用頭数の拡大

公共牧場の利用頭数は、畜産立地の移動、

諒適性のある日本短角種やヘレフォード種

滋少、利用農家の少数特定化等により年々

農1 放牧頭数

こ分 H 2 3 4 5 6 1 8 

成牛 394 365 686 I 571 522 476 507 

＂牛
---- f- ， 

子牛 951 1、133 713 651 640 773 73ヽ

It 1、345 1、498 1,399 l、222 1,162 l、249 1,241 

咸牛 11,293 10,731 10,261 9,531 8,599 7,812 7,466 

＂牛 子牛 6,85ヽ 6,908 6,108 5,440 4,634 3,122 3,696 

It 18、147 17,639 16,369 14,971 13、233 11,534 
9 』6-2I 

合 It
(100) (98) (91) (83) (73) (65) (63) 

19,492 19、137 17,768 16,193 14,395 12,783 I 2,403 

放牧中の肉用牛

減少傾向を示している 。

しかしながら、今後の大家畜生産において

は低コストてかつ効率性の品い経営を推進す

るうえて放牧育成は益々重要、不可欠てあり、

また放牧利川頭数の拡大は公共牧場の機能性

維持や経営収支の面からも緊急の課題となっ

てきている 。

このため、放牧した牛の評価の見直しや放

牧利用メリットの普及啓蒙につけ加え、牧場

職員の放牧管理技術、家畜衛生技衛の向上に

努め、人［授精、受精卵移植施設、 f牛の別

飼い施設守の整備により利用者のニーズに沿

った牧場づくりに取り組むとともに従来から

の運営方法を見直し、広域的な調整のドに公

共牧場の機能分担や広域利用の推進により利

用頭数の拡大を図る必要がある 。

(2) 草地管理の向上

本県公共牧場の大半は、開設から既に20年

から30年以上を経過しており、この間、草地

等の更新が必ずしも計画的に進んていないた

め、草地の生産性が低い。

この要因は、公共牧場が主として山間地帯

に立地していることから急傾斜地が多く草地

の適正な管理に支障がある等立地条件上の制

約や、経営収支上の面て｀十分な投資がてきな

いことから、適切な肥培管理がなされていな

いなどが挙げられている。

公共牧場の草地を適正管理し、その生産性

を向上させることは足腰の強い健全な育成牛

等を供給することになり、このことが利用農

家との信頼関係を構築し、その潜在需要を掘

り起こすばかりてなく草地の持つ土壌流亡防

止、水保全調節等の機能面からも極めて重要

てある。

このため、優良草種 ・品種の導入、肥培管

理 ・雑草防除等の徹底、草地利用方式の改善、

草地整備の計画的推進等を図る必要がある。
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(3 公共牧場経営の改善

牧場経営の収支をみると、ギ業収入だけて｀

は大半の牧場が赤字経営となっているが、補

助金、負担金方を加えた牧場全体の収支ては

約 6割の牧場が黒字又は収支トントンとなっ

ている。

しかし、一部には構造的な赤・ヤ体質のもの、

あるいは肥料等の必要な投査を差し控えてい

る牧場、更には最近の不景気を反映して市町

村等の公的支援の継続性について懸念されて

いる牧場もある。

こうした経営の不健全化の要因は、利用頭

数の確保が困難てしかも、公共牧場の性格上

低い預託料金に設定していること等が洋げら

れる。

公共牧場の経営の健全化は今後の水続的な

牧場機能の発揮に不可欠てあり、早急に問題

解決に向けた取り組みが迫られている重要な

課題てある。

このため、各公共牧場間の情報交換、連携

を密にする一方、経営のリストラ、経費削減

の一層の徹底に努めるとともに、利用頭数の

拡大や経営の多角化（ふれあい牧場、畜産・

耕種併用牧場等）及び利用料金の適正化等受

益者ニーズに沿った牧場経菌を展開し、経営

の健全化を推進する必要がある。

4 . 公共牧場再編整備推進方針指針

本県の公共牧場が抱える課題や将米の大家

斎飼養動向を踏まえ、今後とも斎産振典の要

となる公共牧場の一層の機能発揮と効率利用

を促進させる必要がある。このため、脊森県

表 2 経営収支状況

H 2 

区分

37 

注，休牧中、未経遅の牧場を院＜ ．

36 

H. 8 

It I黒字 1収支 oI赤字

30139142  

35 I 38 

てはこのガイドラインとなる「公共牧場再編

整備推進方針」を定め、牧場機能の分担1:ょ

る再編整備等を計画的に実行することとして

しヽる 。

(1) 基本方向

① 牧場を取り巻く社会的、経済的即境等

から判断し、各牧場について今後のあり方等

を見定め、 その結果に基づき統廃合、拡大、

縮小などの合理的な再編整備を進める。

② 継続あるいは新規造成する牧場につい

ては、牧場機能の位置づけを明確にし、その

機能を発揮させるための必要な条件繁備を進

める。

(2) 牧場機能の位置づけ（概要図参照）

① 牧場機能については、牧場のt地条1↑、

経営条件、地域塁業の特性を考應し、集約牧

場、省力牧場、抵投入牧場、多面的利用等の

位沼づけを行う。

② 集約牧場については、利用形態から及

期放牧場、周年利用牧場及び採草牧場に、多

面的利用牧場については、ふれあい牧場、リ

ース牧場、畜産 ・耕種併用牧場に機能を図分

する。

(3) 各種機能牧場の整備及ぴ効率利用の推進

① 夏期集約放牧場は、地域の中核牧場を

対象とし、集約放牧を行うため、畜札品種

に適した放牧施設等の条件整備を進め、草他

管理の適正化と経営改菩を図る。

② 周年利用牧場は、畜種、品種に応じt

放牧施設、越冬施設の整備を進める。

③ 採草牧場は、良質粗飼料の安定確保を

図るため、採草地としての条件整備を推進す

る。

④ 省力管理及び低投入型牧場は、地理的

条件から集約利用が困難な牧場を対象とし、

省力管理の実施により放牧、草地管理費の筒

減を図る。
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⑤ 「ふれあい牧場」は、生産名と消費者

哺極的に交流容を深める場としての条件整

‘暦を進める。

R リース牧場は、新たな経岱体育成のた

糾）甚盤整備や利用施設の整備を行う。

の畜産・耕種併用牧場は、牧場の一部に

＂等作物を作付けし、計画的な輪作体系の

ぃ入を図る。

5 . まとめ

昨年12月に「食糧・農業・晨村基本問題調

森会」の中間報告が公表されたが、この中て、

中山間地の活性化及び低コスト生産を図る上

ての公共牧場の重要性が論議されています。

このようなことから、本県の (J然t地条件

を最大限活用するため公共牧場の再編整備を

進めながら、新たな放牧システムを横築する

などにより、酪展・肉用牛の安定的な発展に

努めていきたいと考えています。

〔大区分〕

青森県公共牧場再編整備概要図

〔牧場櫨能の位置づけ）

〔中区分〕 〔定義（大区分）〕

. . .............. . 

, A: 地域の中核牧場として` ： 
纂約的な利用を行う牧 ； 
場

ヽ

公

共

牧

場

E: 待構 ・・中•••…

:.-こご...: .... :::・ ・:::: .. :::: ... :. ご．ご．．：；

；非 個人利用 ．．．．．．．．， 

：公 ．．．．．．．． 
. t・・.............. ..... .......'  

： 共 F: 廃止 ： ： F: 社会的条件貨形条件・ ： 

i 牧 ［ 用途変更 ．．．．．．．： 
： 植生条件壽から公共牧場 i 
： としての利用を廣止せざる ： 

i 場 ； を得ない牧場 ； 
....................................... 

注：：紅・は、畜濫振員補助事婁（公共牧場活用強化対策事纂）の助成対彙牧場（複致連携型公共牧場、

単独強化型公共牧場）

・・; ,---・・.................... •; 

, ....• 
： ： s: 従来の利用方針を継続 ； 

___ : 

・-; , ........ ············•···-·····-······ 

•….i c: 日本短角種算を対象に ： 
i した経費節減型牧場 ； 
・・・・・・・・・・-・・ ・-・・・・・・・・・・・・・ .......... 

I . ....................................、

ふれあしヽ 牧場 ....................~.......~.............. ： o: 公共牧場を多面的に利
： 用する牧場（主体は畜

・・・, ！ 産利用）
：： t··•·j ; 

： 

.. .- i 
i ! 

..、．： 
r・・・・i .. : ~............ ・・・・・・・............ ...! 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・ 

・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ……….. ………・.............; E: 国賓林野活用牧場尊であ
； って、現在は低利用である ： 
： が、事情が好転すれば再 ： 
； 利用が可能な牧場 ； 
ー・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・-・・・・・ 
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化学発光測定法
高橋秀之（たかはし ひてゆき）
家畜衛生試験場病態研究部病態生理研究室長

化学発光 (chemiluminescence,CL) とは、

化学反応により分子が不安定な励起状態とな

り、この状態から元の安定な碁底状態に戻る

際に熱を伴わない光を放出する現象（）レミネ

センス現象）を示す。この現象は、ウミホタ

）レ、ホタル、夜光虫の発光あるいはウニの受

精時の発光など、生物界ては古くから知られ

ている現象てある。近年、この種の現象が生

物体内の物質代謝反応過程においても極微益

ながら日常的に起きており、またほとんどの

場合、酸化反応てあることが知られるにつれ、

光を増幅し、定祉的にとらえることによって

生物や物質の分析や代謝活性能を把握しよう

とする方法が開発された。この方法が化学発

光 (CL)測定法てある。また、代謝過程て発

生する微弱発光を高感度て｀検出・定旦てきる

機種 (CL測定機器）も種々開発されており、

これらは貪食細胞の殺菌能の測定、生体店分

子化合物の分析、 DNAプロ ープアッセイある

いはATP代謝活性の測定などに広く応用さ

れている。

家畜の感染性疾病の早期診断や予後診断に

対しても、 CL測定法を応用しようとする試み

がなされている。好中球やマクロファージな

どの貪食細胞が酸索依存性の貪食 ・殺菌をす

る時にス ーパーオキシド (02)や過酸化水索

(H202)などの活性酸索を放出するが、その

時に活性酸索址に比例して発生する CLを増

幅して定祉する方法てある。これまてに判明

した現象として、 (1)子牛にグラム陰性菌の内

毒索 (LPS) と寒冷ストレスを同時に負荷す

38 

ると、好中球CL能が著しく抑制されること、

(2)新生子牛の重度 F痢発症の 1~ 2 B前に好

中球CL能が大きく低下すること、 (3)乳房炎発

症の 1~ 3 l:J前から血液CL能が低下し、且っ

乳汁CL能は著しい上昇が始まることなどが

明らかとなっている。

貪食細胞の宅な役割は、病原微生物が宿主

に侵人した時に速やかに現場へ集積し、貪食

・殺菌活動によって疾病を未然に防ぐことじ

ある。中ても好中球は、血液中に最も数多（

存在し、かつ巽物の侵人に対する初期反応が

最も速やかてあると言われている。そのため、

感染初期の病態を知る上て、貪食細胞機能〇

測定は非常に有効な診断指標といえる。一方、

家畜は経済動物てあるため、経済的あるいは

労働的負担を軽滅するためにも疾病の早期診

断、早期治療が遁要となる。 CL測定法は涸掟

操作も簡便てあり、また、高精度かつ比較的

低価格のCL測定機器も販売されつつあい）

て‘、今後、家畜の日和見感染症等の早期診雁

や予後診断の 1手法として将及されると思b

れる。

畜産技術 1998年9月号



一
1999年における米国の
食肉・鶏卵生産の動向

（全体のi/Jl11J) 刺激するようになれば、後・r-には
, 99年の女肉 ・珀卵（以ド「氏肉 その影押は鞣和してくるものと兄
閉）の'UIは全体.Ltとしては変 込む。愉m・,1,1要の低迷は、韓国1,,1
化がないが、豚肉及び珀肉て'.I¥Y/ け販・；とに限定されると兄ており、
冊し、 'I・肉の減少を相殺する形 メキシコ向けの強いfillび、「1本へ
になると f・想。 の逸1虻な堺/JIIが、 'I・ 肉輸出を 3%
・市場価格は、豚肉及び閲肉・卵 利1父引 r.げると兄込む。 一方、輸
て98年とはぼ同様の水準て‘推移、 人；/,i要は国内の加 r.向けがひっ迫
供給『の低ドカ・ら牛肉は I:外す しているため、公州からの愉入増
双込み /JI]が兄込まれる。

，食I灯邪の輸出mは、 98年は対tiii (豚肉）

年2O;Oの伸びてあったのに対し 99年の'l:ff訊は、 2%の増加を
て、 99年は 3°/oの伸びを兄込む。 兄込む。 'I・肉の供給fi'（の減少、豚
や肉） 肉の翌窪な供給状況から、今後、
牛肉の生光飛は、 96以降条たいて 豚l女Jlll'Wが伸びることが期持され

いる牛保イi頭数の滅少による影響 ており、国内価格も 99年とほぼ[,i]
砂、 99年は急激来滅少を兄込む。 様になる兄込み。
}j、現在まてのところ、牧や、 99年の輸出址については、低価
けもろこし等の創料栽物の牛育 格ものをメキシコ及びロシアが賜
t.Ji調なことから、飼料コストの 人するため、 3%の増加を兄込ん
11 nrが期待てき、 2000年以降の て` いる。 n本は、恥特の影饗もある
輝牛の培加が期 i-~ されている。 が咤潤に推移するものと兄ており、
訥価格は、供給駄がタイトて ， ~j価格ものの品大顧客と兄ている。

秘ため日/.傾向て推移するが、 99 (珀1:,1)
：ふもち行くものと兄込まれる 99年の'E産茄は、 4%の培/JOを
99年の牛l人］の粕出址は、アジア 兄込む。安価な飼料コストは、プ
1対戟危機の影饗が懸念されている ロイラ ーの低価格を相殺し、生発
礼財政改中がill貨者の睛買 )Jを 者の純利益の改苦に寄与。 99年の

素国における畜産物（含 鶏卵・鶏肉）の市場見通し

年 期首在庫 生産 輯入供絵総量輸出期末在庫

愉rn費は、わずかな r.f-lが兄込ま

れ、ロシア及び新たな独立国、メ

キシコ、南アフリカ及びアジアぷ

国（特に n本）への増加が兄込ま

れている。佑出に1対しては、豚肉

及び諸外国との畑烈は競争に直面

することになる 特に豚肉との関

係ては、加 Tこ製品やソーセ ー ジの

ll;i料使用ての競合が見込まれる。

（ヒ面秘肉）

99年の生産品は、 3年連続の収

益性の忠化から減少を兄込んてい

る いくつかのヒ画島肉生産施設

は、痢肉牛産施改に転換する兄込

み。和切 メキシコ市場ての

持続的成K、香沿向けの増加によ

り、全体として増加を兄込む。た

だし、韓国向けは財政危機の影墨

により滅少の兄込み。

(~j卵）

99年の生産-fi¥:は、増大を兄込む。

より安価な飼料コストが、低い卸

，，ピ価格を相殺し、 95年以降生産者

にとって魅力的 (attractive)な利

益を維持している。輸出塁は、 3
％の増加を兄込む。カナダ向け輸

出及び香港向けの回復が、増加の

要因とされている。

牛肉

豚肉

8

9

8

9

 

9

9

9

9

 

9

9

9

9

 

465 
350 
408 
470 

百万ポンド
25、396 2,675 28、536 2,085 
23、931 2,800 27,081 2,155 
18、917 600 19,925 1,075 
19、380 570 20,420 l、120

鶏肉 1998 607 27、964
プロイラー）1999 650 29、141
七面鳥肉 1998 415 5、448

-・  1999 ー竺 5 5,359 

350 
350 
470 
490 

消費量

総計 個人消費量

ポンド／人
67.6 
63.1 
52.8 
53.5 

26、101
24,576 
18、380
18,810 

主要市場価格

4 28、575 4、925 650 23、000 73.9 
4 29、795 5、025 650 24、120 76.9 
I 5、864 557 425 4,881 18.1 

5, 785 600 400 4 ,_784 17. 5 
百万ダース 個

鶏卵 1998 7.4 6,631.9 4.5 6,643.8 236.0 10.0 5,470.9 242.9 
1999 10.0 6,765.0 4.0 6、779.0 243.0 10.0 5,556.0 244.5 

知）米国農務省経済研究所 (ERS) 「WorldAgricultural Supply and Demand Estimates, May 12. 1998」

む）個人消費量は、小売重量ペース
2)主要市場は、牛肉 ：ネプラスカ、豚肉 ：アイオワ、南部ミネ ソタ、 鶏肉 ：12都市（卸売価格平均）、七面鳥：

ニューヨーク 、鶏卵：ニ ュー ヨーク
頃 ：米国農務省 (USDA) 「AgriculturalOutlook, June-July 1998」

ドル/100ポンド
65-68 
70-76 
36-38 
36-39 

セント／ポンド
56-59 
55-59 
59-62 
60-64 

石ント／ダース
75-78 
70-76 
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飼肥料作物作付面積
（平成 9年）

1. 平成 9年の農作物作付（栽培）

延べ面積は4,718千haて、前年に

比べ65千ha (l.4~o) 減少した。

田畑別に見ると、田は2,520千

ha、畑は2,198千haて、前年に比

ベ田は27千ha(1.1%)、畑は39

千ha(1. 7%) それぞれ減少し

た。

2. 耗地利用率（耕地面積に対す

る作付延べ面積の割合）は作物

全体て95.3%て、前年に比べて

0.5ポイント低ドした。飼肥料作

物は20.4%となり、前年Jiilてあ

る。

3. 飼肥料作物の作付面積は畜産

農家の減少等より、前年に比べ

11千ha(1. 1%)減少し、 1,010

千haとなった。田畑別ては、田

は畜産農家の減少等により前年

に比べ4.8千ha(3.1%) と減少

し、 147.8千haとなった。一方、

畑についても雀産農家の減少等

〇飼肥料作物作付延ぺ面積

作付（栽培）面積

区 分 前年と比較

対差 対比 田畑計

作付（栽培）延ぺ面積 4,718 △ 65 98.6 95.3 

飼肥料作物 1,010 △ II 98.9 20.4 

稲 1,953 △ 24 98.8 39.5 

麦類 266 △ I 99.6 5.4 

野菜 649 △ 11 98.4 13.1 

果樹 301 I△ 7 97.9 6.1 --
耕地面積 1 4,949 △ 45 99.1 

により前年に比べ5.4千ha(0.6 

％）減少し、 862.6千haとな＂

た。

4. 飼肥料作物の地埃別の作袖

ベ面積を見ると、北海逍が631。、

東北、九州がそれぞれ10%強々

占めている。田畑別に見ると、

田はJし州28%、東北が26%!. t; 

っており、畑については北為』

が71%、東北、九州はそれぞil

10%程度となっている。

（単位：干ha、%)

耕地利用率

I 
田 畑

93.3 97.8 

5.5 38.4 
----,_ 

72.0 0.4 , 

5.1 : 5.7 

6.0 21. 7 

13.4 

資料：農林水産省「平成 9年農作物作付（栽培）延ぺ面積及び耕地利用率」
（速報）

〇飼肥料作物の地域別作付延ぺ面積

（単位：千ha)

全国北海道東北北陸関東東山東海近畿中国四国九州沖!
田 畑 計 I ,010 632 134 8 54 18 ， 34 I I 5 

シェア(%) 100 63 13 I 5 2 I 3 II 

田 148 17 39 4 14 8 7 18 42 
シェア（％） 100 11 26 3 ， 6 5 12 28 

゜畑 863 615 95 4 40 10 2 16 74 7 
シェア(%) 100 71 11 

゜
5 I 

゜
2 ， 

資料：農林水産省「平成 9年農作物作付（栽培）延ぺ面積及び耕地利用率」（速報）
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会員だより

長野県畜産技術協会

I. 協会の概要

長野県畜産技術協会は、平成 9年 4月に「長

鱈畜産技術協全」と「日本畜産学会北陸支

都長野県分会」 とが合併して新たに活動を開

治しました。

本協会は県ドに10支部を匹き、平成10年 7

月現在、個人会員211名、団体全1114団体の会

員により構成されています。個人会且の内訳

ii、国、県の職員が大多数を占めていますが、

雌関係団体、民間企業の畜産技術者や開業

杖医師等、県内の畜産関係者も幅広く加入し

ております。

2. 長野県の畜産概要

本県の農業は、豊かな自然条件等を生かし、

生鮮農畜産物の総合供給碁地としての地位を

艮いており、各種高速交通網の整備によりさ

らに発展が期待されているところてす。平成

9年の農業総合生産額は3,509億円てあり、う

這産は502億円て全体の14.3%を占めてい

け。斎産生産領の内訳は、乳用牛169億円

(33. 7%)、肉用牛132億円 (26.3%)、養豚62

馴 (12.4%)、投鶏53億円 (10.6%) となっ

ています。また、近年の畜産の状況を見ます

と、飼養戸数及び飼養頭数は全ての畜種て減

少してきていますが、一戸当たりの飼養頭数

塙農、肉用牛及び袋豚経営ては行実に増加

してきており、飼養規模の拡大が進展してき

ています。

むこ本県ては、全国に先駆けてJA長野県経

済迫が主体となり、信州産牛乳のプランド化、

巖コストの低減、生乳需給の安定化を図る

ことを目的として「信州ミ Jレクネットワーク

システム」の整備を進めております。この情報

・ ；・
• • !. ./ノ. ,,,,,,. , /. --. 

システムが確立しますと、製家、乳業メーカー、

関係団体及び経済連がネットワーク化される

とともに、牛乳物流基地てあるクーラーステ

ーションの統合と 1井せて、県内の酪塁業が一

陪活性化するものと期待されております。

3. 畜産の振興方向

本県ては、農業構造の変化や国際化の進展

など塁業、煤村を取り巻く情勢に的確に対応

するため「個性が輝く信州農業の創造」と「魅

力ある震村社会の建設」を碁本目標とし、2010

年を H標年次とする牒業長期ビジョン r21世

紀にきらめく信州農業へのデザイン』 を平成

8年に策定し、本県裳業を担う農業者が希望

と誇りを持って取り組める混業の実現と、誰

もが訪れ、住みたくなるような生き牛きとし

た兵村づくりを H指しております。また、畜

産部門においては長期的な展望にたった振興

方針として策定した‘‘長野県酪展・肉用牛生産

近代化計画I/並びに‘‘長野県家畜 • 閲改良増殖

計画”に基づき、効率的かつ安定的な経営体

の育成による雀産経営の健全な発展、牛産基

盤の強化、生産性の向上、消費者ニーズに即し

た高品質て‘安全な畜産物の生産拡大と安定供

給、耕種農家と一体となった環境保全型畜産

の推進等の諸施策を総合的に推進し、 21世紀

に向けて本県畜産業の一層の体質強化と、ゆ

とりと魅）Jある畜産経営を目指しております。

最近の畜産を取り巻く国内外の情勢は非常

に厳しいものがありますが、長野県畜産技術

協会が中核となって畜産に関する技術の向上

とともに、畜産技術者や関係団体の相互の連

携を密にすることにより、本県畜産業の振興

を図ってまいりたいと考えております。

（農政部畜産課小山隆）
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口．、 ．、．--会員だより 一
社団法人 日本食肉格付協会

このコーナーての当協会の沿革や事業活動

については、すて‘に平成 5年 8月けに掲載さ

せていただきましたのて、今回は、協会のそ

の後の状況について補足的に報告させていた

だきます。

〇豚枝肉の規格改正

豚枝肉取引規格は、昭和36年に設定されて

以米、その後の牛産・流通の実情に即応して、

昭和45年、 48年、 54年そして平成元年の 4回

に亘って改正が行われてきました。

しかし、さらに最近の術給動向の変化や部

分肉流通の増大、増加する輸人豚肉等に対応

して、生産 ・流通サイドからの規格兄直しが

必要との要望が強まり、①・等級別のド限重批

の引き日fと上限重乱の見直し②輸入豚肉に

対応するために品質の向上、特に最近は味党

上適度の脂肪付若を求める傾向にも沿って背

脂肪の）りさの範囲の見直し守を行い、平成 8

年10月から会員の皆様がこゞ案内のように規格

の「上」について云えば、下限重址 (1頭）

を3kg引き上げて65kgに、上限は 2kg引き上

げ80kgとし、また、背脂肪の野さは重址範囲

により 2段階に設定していましたが、下限て‘

1.3cm、上限て2.4cmと1本化して、それぞれ

0.2cm、0.1cm財くしております。この改正の

結果、改正前と改正後の同時期て‘比較してみ

ますと「上」以上の率は1.1ポイント上昇し

48.1%となり改正の効果がみられています。

0格付場所の拡充と格付率の向上

現在、わが国における食肉処理施設（と畜

場）は、ほぼ330カ所を数えておりますが、こ

のうち当協会が格付を実施している場所は

133カ所て、また、と畜頭数に占める格付頭数

の割合（格付率）は、平成 9年度ては牛枝科

て'73.1%、豚枝肉て'61.3%てす。

当協会が1J食協の格付業務を絹承して、新

たな組織として発足した昭和50年には51カ尻

格付率はそれぞれ35.1%、26.6%てしたが、

その後、法的には何の規制もない任意ての格

付てすが、生産者や流通関係に携わる多げ）

方々から再生産における格付テ‘‘ータ活用や公

止な取引における規格格付の役割の重要性I:

ついてご理解いただき、このような結果が得 i
られているものと考えております。特に利牛

去勢ては、ほぼ90%、乳牛去勢ても86%を超

える格付率となっております。

0格付手数料の改定

協会の財政は、格付手数料収入と農畜産業

振興ギ業団や生産・流通の全国団体、都道府

県等の会且から出資金されている基本財産

(44億400JirDの運用利息収入てはぱ賄われ

ておりますが、平成 4年度以降は単年度収支

てはマイナスとなり、 2年度の手数料改定1:

よって枝みtてていた特別積立金を取り崩し

収支を償ってまいりましたが、平成 7年度I:

はこの積立金も完全に払底して赤字団体に転

落し、 8年度からは受託事業や指定助成庫業

等の新たな事業 f慶鉢を組んていただくこと1:

より赤字幅の縮小に努めてきました。勿論、

この間、平成 3年度からの牛肉の輸入自由化

に並行して、当時から牛・豚の国内生産の減

少を想定し、 これに対応した正職員の削減を

行うとともに一定頭数に満たない格付場所1:

ついては可能な限り委嘱による格付の実施1:

切り替ることにより支出経費の大半を占める

人件費の削減を図ってきたところてあり iす。

当協会としては、今後も格付ボ業の継紐的か

つ円滑な推進を図っていくため、協会内部0
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睛努力として、 •fl.成 9年度から12年度まて‘

雑報酬の一律カット、管理職手,1]の一部カ

：ット、職且給与のベースアップ凍結、さらに
I 

誼期外給の18-24カ月間の延伸等により経

9節減を図り、今後 5カ年間の見通しの中て、

tお、不足する分については国からの史なる

馘を期待するとともに、 8年間据え沼いて

が‘りました格付手数料を改定させていただ

（ことといたしました。 こ、｀案内のように俗産

経営を取り巻く環境が益々厳しさを増してい

る巾てはありましたが、幸いにも関係の）j々

砂余るこ｀｀理解とご協力をいただき、本年 7

月から消費税込みて牛枝肉540円、豚枝肉105

月に改定させていただいております。

黒毛和牛等肉質向上緊急対策事業

この事業は、全国肉用 f牛価格安定基金協

会からの受託ボ業として平成 8年度から 12年

度iて実施しているものて、国内て‘‘牛産され

た應毛和牛等肉用牛の肉質向上を図るため、

牛枝肉情報と子牛情報を結び付け、肥育、繁

動生産者に対してそれぞれ必要な情報を提

釦し、経営の改普や肉用牛の改良に役tてて

砂うことを目的とした事業てあります。

これらの仕組みを肉用牛情報総合活用シス

テム (BISシステム）としてネットワークを構

築し、協会の各事業所に端末のバソコンや格

賤場ての格付データを入力する携帯端未

（ボット）を設匹するとともに肥育牛・出術

者カードや耳椋等により個体識別を行って、

賊格付情報と牛体情報をマッチングしてデ

ータベースとして蓄積して活用することとし

ております。平成 8年度は主としてソフト開

発とハードの設笥に主眼を四き、実質的には

9年度から事業活動を展開し、出術都道府県

毎の開毛和牛、乳用種、交雑種別の格付等級

躙数、価格帯、貞醤帯別、胸細長筋別、脂

前交雑基準別呼々からみたあらゆる角度から

の分析を行い、これを月間、四半期毎にとり

まとめて関係先の参考査料として配付してお

ります。

〇豚枝肉の格付情報還元

現在、豚枝肉格付データは、 一部の格付場

所ては現在ての枝肉計屈器に接続する端木機

に枝肉tf・IJ:時に入力し、出荷機関のコンヒュ

ータにオンラインて提供している所もありま

すが、殆どは現場て記帳したもの、または、

これを浄苫した格付明細苫を発行しており、

今後の取り組みとして、この工程を効率化す

るために現場てのポ ッ ト祁入等の機械化を図

るとともにfJffl毎の格付成紹、格落ち要肉の

分析、また、県単位、地域あるいは全国的肖

位の格付動向も 1井記したテ‘‘ータを遠元し、生

産者の方々が再牛産の際の改善データとして、

さらに役寸1 てることがてきるようにと考えて

おります。

当協会といたしましては規格格付という 一

つの役割のなかて、その課せられました使命

を充分に認識しながら、今後も格付を通して

品質の向上、ひいては経営の安定化に資する

ことがてきますよう努力を重ねて参る所存て｀

あります。

([! 本食肉格付協会理事秋山茂男）
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科学技術に神の領域はあるか
一生殖技術と生命倫理一

松山 茂（まつやま

「非配偶者間の体外受精」問題て日本産科

婦人科学会が揺れている。産科婦人科学会だ

けてなく、政府の科学技術会議や日本学術会

議も動き始めた。いや動かざるを得なくなっ

たようだ。行政当局（厚生省）だって例外て

はない。

かつてクローン羊誕生のニュースとともに

世界中て‘クローン論議が吹き荒れた。なかに

は研究そのものの是非論まて‘飛び出した。当

時私は、それらの論議が、最先端の研究者に

対し、いささかても研究への送巡を与えるこ

とを恐れた一人てある。そして今回の非配偶

者間体外受精問題てある。世の中には、研究

開発及びその現場への応用についてこの二つ

の問題を関連づけて論議する人がたまにおら

れる。しかし私は、クローン羊問題と、（人の）

非配偶者間の体外受精問題は基本的に次元が

異なるものてあると考えている。

近年バイオテクノロジ一分野の進展はめざ

ましいものがある。特に生物の遺伝子操作技

術が大きく進歩し、今や人間はほとんどの生

物の遺伝子を程度の差こそあれ、思いのまま

変化させられるようになっていると言っても

過言てはあるまい。もちろん人間も生物の例

外てはない。すなわち現在の分子生物学は、

人間のゲノムを操作し、私たちだけてはなく、

私たちの子孫を、良くも悪くも変えることの

てきる技術を生み出していると言えよう。

このような生命操作とも言える研究や技術

は核兵器開発などとともに技術開発そのもの

が善か悪か論議されることが多い。それはそ

44 

しげる）社団法人日本獣医師会

れて‘結構てあるが、特に前者の類を「神の領

域を侵すもの」と断ずる人が時たま居る。こ

の表現は、論理を飛び越えて研究や技術に疑

問を投げかけるものてある。こういった表現

が宗教界から出てくるのは仕方がないにして

も、一般市民や政治家の中にそれに類する考

え方が存在すると、事は面倒になる。研究そ

のものを社会的あるいは法的に規制しようと

する動きが出てくるからてある。はたして科

学技術に神の領域はあるのてあろうか。

人間のあらゆる行為を、道徳的な価値観と

原則に照らして妥当なものてあるかどうかと

する判断は必要て‘‘あろう。ただしその判断1ふ

あくまても絶対的な自然法による倫理観に基

づくべきてあって、一部の宗教上の道徳観や

倫理観によるべきてはない。一方、人間社会

には、社会秩序を保つ上ていろいろな約束事

がある。生命操作に限らず、科学技術の現場

への応用が、 これらの約束事に違反しないか

どうかは十分に検討すべきてある。すなわち

科学技術の現場への応用が、目的においてあ

るいは結果において、長い人類の歴史の中て

築きあげられた社会的価値観に、是認しても

らえるかどうかてある。ただし、それが是認
_,,. 

され難いものてあるからといって、応用以削

の科学技術そのものを悪と断定するのはいさ

さか早計てあろう。例えば、人を殺す凶器と

して使われる可能性があるからといって、調

理に威力を発揮する剌身包丁の開発や包丁そ

のものの存在を悪とすることは、極めて愚か

なことてある。

畜産技術 1998年9月号
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私はクローン論議をはじめ多くの先端的な

Iゞ イテク技術を生命倫理の観点から論議する

：とを否定するものてはない。要は科学技術

そのものの絶対的な善悪と、 それらの現場へ

0応用の普悪（社会的容認） とを混同しない

ことてある。つまり包丁の使い方の善悪につ

いては大いに論議すべきてはあるが、間違っ

ても包丁そのものの存在を悪とするようなこ

とがあってはならない。私は科学技術や研究

開発そのものに絶対的悪があるとはどうして

も恩えないのてある。われわれが地球上に子

孫を残す手段としての一夫一婦制は、人間社

会の秩序を守る上て善てあり、 それ以外は悪

〈あるとする思想に私も異存はない。 しかし、

諏的にそれを悪としない人たちがこの地球

上に多数存在することもまた事実てあり、 ま

してやそれが生物学的に善か悪かと問われる

と、大いに悩まざるを得ないところてある。

従来、先端的な生殖科学技術はまず畜産領

城において実用化の道を開いてきた。この点

bれわれ畜産技術者は誇りを持ってよいと思

う。しかし、これを我が領域の技術者が他よ

り卓越していたと誤解してはならない。なぜ

なら、これらの技術の現場への応用が、人へ

鳴用に比べて畜産領域ては社会的にも倫理

的にも、問題視される要素が少なかったから

遣ならない。すなわち、甚礎応用とともに

翫心理的な制約無しに研究を進めることが

てきた幸運に恵まれていた。 もっとも全世界

f全く問題がなかったわけてはない。かつて

この地球上の一部て＂は、家畜人工授精を法的

環じていた国があった経緯がある。すなわ

もその国て‘‘は家畜人工授精は悪てあった。現

在はそのようなことはない。このように社会

的にも価値観の変動はあり得る。特に近年の

ように、社会的に価値観が大きく変動する時

代にあっては、社会的、制度的な合意形成は

どう変わるか分かったものてはない。なお我

が国て‘‘の競走馬の世界における人工授精の禁

止は、生命倫理の観点からてはないことはこゞ

承知のとおりてある 。

われわれの分野て生命操作とも 言 える研究

を行う研究者が、たとえ神の次に位置するよ

うな感覚て研究を行ったとしても、それにケ

チを付ける筋合いはない。ましてや、「神の領

域を侵すもの」等との難癖を付けてその研究

を非難したり阻害 したりするようなまねをし

てはならないし許してはならない。せめて研

究者が悪魔のような気分にならないことを祈

るぐらいてあろうか。 とにかく研究者はのび

のびと研究を行うべきてあるし、またさせる

べきてある 。後はその技術の現場への応用が、

社会的、制度的な合意にマッチするかしない

かの判断てあろう 。 その時に十分に論議を尽

くせばよい。 しかし、ヒトの生命操作に関与

するならばともかく、われわれの分野て‘の応

用ては、まずその様な懸念は必要なかろうと

思う。

私はかつてのクローン騒動の時、中国の奇

書「西遊記」を幾度となく連想した。ご存じ

のように孫悟空は自分の毛て幾つものクロー

ン悟空を作り出していた。仏教を背景にした

物語てはあるが、そこには倫理的な懸念や躊

躇観はいささかもない。悟空は猿てあり、人

間てはなかったのてある。一方、悟空は秘術

を尽くしてどんなに遠くへ飛ぱうとも、結局

釈迦如来の手のひらから外へは飛び出せなか

ったのてある。

人間がどれはど高度な技術を編み出しても、

それは所詮人間が考えつく範囲てある。神の

領域というにはあまりにもおこがましくない

か。
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日本語による海外技術協力を

‘ 獣医畜産分野における我が国の海外技術協

力については、既に本誌面においても数多く

情報提供が行われており、また、本年 5月号

のこの「百舌烏」欄ても取り上げられたとこ

ろてあり、その概要はご案内のことと存じま

す。小生も人事発動という不思議な緑て‘、外

国語がてきないながらも、この 4年余り研修

員の受入、専門家の派追、プロジェクトの運

営守海外技術協力に関わらせて項き、その間

に感じたことの一つを .r::かせて頂きます。

海外技術協力は、国際協力北業団 (JICA)
の事業として、①研修員の受入れ、②専門家

の派造、③プロジェクト方式技術協力等が行

われております。獣医畜産分野においても栢

極的に行われ、成呆も府実に上がっています

が、その実施に当たっては、種々問題を抱え

ていることも事実てす。その一つとして海外

技術協力の媒体となっている「英語」てす。

単に技術移転という視点てみると、英語は技

術協力を受ける側にとっては大変便利な且葉

だと思、いますが、技術協力を行う日本側にと

っては大きな支隙となっていると思います。

なぜなら、我がltilの教育は、通常、大学教

育まてR本語て行われており、また、仕ボに

おいてもよほど｀特殊な職場てない限り、英語

を使うことはまずないのが現実て‘す。しかし、

いざ海外協力となると、英語が求められてし

まいます。そうなるとどうしてもこの英語が

一つの陪となり、技術協力に関わる人材、機

関が特定の者（機関）に限られてしまう傾向

にあると思います。結果的に海外技術協力を

推進する上て大きな問題となっていると思い

ます。といいますのは、今後益々これまて以

上に増加する開発途上国からの協力要請に支

節なく応えるためには、人材、協力機関守の

裾野を拡大することはイ畑J欠てすが、現状は

語学が不得手ということて、どんなに技術力

があっても躊躇してしまい、なかなか裾野が
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広がらないからてす。

相手国に専門家を派造しての技術協力は、

今後とも英語を優先しなければならないかも

しれませんが、研修員を我が国に受け人れて

行う「集団研修」については、日本語がてき

ることを条件としてはいかがかと思います。

なぜなら、現在、来 Rしている多くの研條員

は、英語て｀研修を受け、 1::1常生活はJICA施設
内て生活てき、必要な情報は英字新聞、英語

によるニュース等から得られ、極端にいうと

日本語を全く使わないても生活てきる哀境に

あります。 これては技術移転という目的は逹

せられたとしても、技術力の背景にある我が

国の文化、歴史官を学ぶことなく帰国するこ

ととなり、薄へらいものて‘終わってしまい、

時がたつにつれ、 H本の存在は小さくなり、

最後には忘れ去られてしまいます。

しかし、 日本語がてきることを受入れ条件

とすると、「日本に行きたい」「日本て技術を

習得したい」という者は、ボ前に H本語を勉

強するはずてあり、 その勉強の中て日本の歴

史、文化等にもふれることとなり、技術面の

みならず、文化の面も含め、口本の良き理解

者となってもらえるのてはないて‘しょうか。

また、帰国後も技術面はもとより、種々の情

報を H本から得ようとするに違いなく、 H本
との関係が長く維持されると思います。こう

いうことが大げさに口えば、我が国の安全保

障にもつながることとなるのてはないてしょ

うか。

日本人が外国に留学（外国に行き技術を習

得） しようとする場合、留学しようとする且l
のことはを事前に勉強し、それなりに身につ

けた上て留学するはずてす。英米国てあれば

英語、フランスてはフランス語、 ドイツては

ドイツ語を。

皆さんいかがて‘しょう。 （志蛇尾）
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---‘中央だより-----
屯団法人日本種豚登録協会

即50周年を祝う／

暉法人 日本種豚登録協会

灌力会長）は、 6月24日、 東京

岱／門パストラルにおいて、創

150周年式典ならぴに祝賀会を開

産した。

誌式典では、堀会長の挨拶に

皐て表彰行事が行われ、当会へ

闊労者に対し農林水産大臣感謝

吠が2名、農林水産省畜産局長感

肱が2名に贈られたのをはじめ、

咀法人 日本種豚登録協会会長

翡状が 6名の方々に、 また、永

E訊役職員表彰、指定種豚場継

情、登録功労者、活躍優秀種豚所

諸等多数の関係者が表彰された。

式典には、農林水産省中須畜産

局長を始め多数の来賓を含め 180

合名の参会者を得、引き続き行わ

れた祝宴も盛会裡に進められた。

本会は、昭和23年に発足し、唯

ーの養豚生産者団体として、現在

の養豚産業界の基碇を築いて、現

在に至っている。

0社団法人日本ホルスタイン登録

協会創立50周年記念行事を挙行

社団法人日本ホルスタイン登録

協会は、創立50周年を迎え去る 7

月31日、東京虎ノ門パストラル鳳

凰西の間で11時30分より記念式典

を、 12時30分から鳳凰東の間で祝

賀会を挙行した。当日は全国から

酪農家会員、代議員、閣係官庁、

関係団体代表230名が出席して盛

大に行われた。

式典では、高島会長の式辞のあ

と農林水産大臣感謝状 1名、畜産

局長感謝状 1名が贈られると共に

日本ホルスタイン会長感謝状が関

係功労者51名に贈られた。次いで

農林水産大臣（本田畜産局長）、家

畜改良事業団浅野理事長、全国酪

農協会会長の祝辞があった後祝電

が披露された。

12時半からは、祝賀会に移り会

長の挨拶の後、澤苔全国競馬・畜

産振興会会長の祝辞と乾杯の音頭

により祝宴に入り、なこ＊やかな懇

談の後 14時半、中瀬中央畜産会副

会長の中締めで記念行事を終了し

た。

現協会の創立は、昭和23年であ

るがホルスタインの血統登録は明

治44年の日本蘭牛協会設立の時か

ら始められており、現在までに695

万頭余の登録が行われている。ま

た、これまでの歩みをまとめた記

念誌「ホルスタイン登録の足跡」

を作成、関係者に配布された。

（専務理事豊田晋）

一地方だより

＂玉］
紅福島牛入り中華まんじゅう rべ
こまん」の開発

平成10年3月 1日、福島県産の

：肉入り中華まんじゅう
ニュウロウパ

（牛肉包

汁「ぺこまん」の発表会が、佐藤

蒻出席のもと盛大に行われまし

/;, この「ぺこまん」は、郡山市

を中心とする食肉の若手経営者で

月貨する「郡山食肉山水会」が、

唇島県食肉事業協同組会の協力や、

劫「地域資源等活用型起業化事

業」の補助金の活用により、オリ

ジナル商品として開発し、販売す

るものです。

この開発には、横浜や神戸の中

華街などへ研修に出向〈など、試

行錯誤の末に完成しました。「ぺこ

まん」の具材は 5mm角の牛肉、タ

マネギ、タケノ コ、エノキダケで

すぺて県産品に紋っており、オリ

ジナルプレンドの焼き肉のたれで

味付けしています。さらに福島県

ハイテクプラザが開発した「うつ

くしま夢酵母」入りの日本酒で風

味付けし、「福島牛」の焼き印を押

して特色を出しており、まさに「ふ

くしま」のおいしさが「ぎゅうぎ

ゅう」に詰まっています。

（畜産課安本拓平）

芦芸＃澁◎涵0寧

,t:~ 〇
うつくし．．．霞入』,... 膚
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｀岡面
^ 「静岡ちくさん逸品マップ」の

発行

静岡県畜産振興室では、このほ

ど県内の銘柄畜産物や産地直販を

行う畜産農家、農協などの事例を

「静岡ちくさん逸品マップ」とし

てとりまとめ、発行しました。

これは、畜産物価格が低迷する

中、生き残り戟略として、「新鮮」

「おいしい」「安全」な高付加価値

畜産物の製造や銘柄化による有利

販売を目指す農家を県内の消費者

に広く紹介し、支援していくこと

を目的としています。

作成したマッフは、 A4カラー

版30ページで、牛乳乳製品が12事

例、牛肉 3事例、豚肉（ハム、ソ

ーセージ） 11事例、賤肉鶏卵 18事

例、養蜂 3事例、その他家畜との

ふれあい施設など 4事例、計51事

例のアピールポイントの紹介や写

真と連絡先及び販売店までの地図

を収載しています

県では、3,000部を公共機関など

を通じ、県民に配布したところ、

たいへん好評であったことから今

後も内容の充実や事例数を増やし

て第 2、第 3のマッフを作成し、

県内畜産物の消費拡大に努めてい

きたいと考えています。

（静岡県畜産技術協会松永章宏）

口
し中央家畜保健衛生所が完成

三重県中央（旧中勢）家畜保健

衛生所の移転整備が完了し、平成

10年 4月 1日から業務を開始しま

した。

新庁舎は総事業費約12t意3千万

円（うち違設費、備品費約 6イ意 2

千万円）で、 12,330m'の敷地に鉄

筋コンクリート 2階建の本館

........ 

(I, 11 Om') と木造平屋の研紆室

(I 15m')、鉄筋平屋の解剖室、冥

験動物舎等（約II Sm')が設置され

ています

本館には細菌、ウイルス、領、

生化学、生物工学の各検査室の設

置と難しい家畜伝染病等の精密検

査ができる叢新の検査機器が導入

され、 また、液晶プロジェクター

などの視聴覚機器を備えた研脩室

も別棟で設置されました。

これら施設の充実により家畜(J'J

海外悪性伝染病や人獣共通伝染病

などの高度診断、体外受精~~の作

製や家畜病原体のDNA分析等が

技術の応用研究、診療獣医師や畜

産関係者に対する新技術の普及啓

蒙など家畜保健衛生業務の一層(J'J

向上が期待されます。

移転先住所 〒514-0061

三重県津市一身田上津部田1742-1

TEL059-246-8611 FAX059-221-6331 

（農芸畜産振興課小林茂

ー ・ ー ・ ー ・ ー ・ー・ー ・ ー ・ ー ・ ー・---・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・--一・ー・ー•一・ー・ー・ー・ー・ー・--・ ー・ー・ー・--一・ー・--・ー ・ ー ・ ー ・ ー・ー • 一・ー・ー・ー ・ ー ・一- ・ 一 ヽ ー ・ ー ・ー・ 一・ー ・ - - 一• 一• 一・ー ・ --一・--一・ー・ー・ー ・ ー・----一・ー・ー・ー・---・ー・---·•····..

（派遣職且〔流通飼料諜付〕）

守野 繁家祈衛生試験場企画連絡室研究交流科

長（動物検疫所仙台空港出張P竺竺――
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一協会だより------
優秀畜産表彰等事業の研究開発部門における
平成10年度表彰候補事例の募集について

岬央俗産会は、平成10年度から H 本中央競馬会の畜産振興 •r;. :業として、闘全国競馬・畜産振興会の

賊を受けて基金を設け、我が国の畜産経営及び技術開発の各分野において全国の模範となる市例につ

ヽヽて表彰するとともに、これらの事例について情報提供等により普及啓発を行い、畜産全体のレベルア

プを凶ることを目的とした表彰'11-業を実施することとなりました。

この表彰には、地方審杏会を経て中央審究会に推煎される経営部門、指袢支援部門、地域賑興部門の

ぶ、全国一本て選考される研究開発部門の 4部門があり、このうち研究開発部門については、閻畜産

謹協会が表彰,μ:例の選考を受託して実施します。

研究開発部門ては、畜産技術開発に優れた~研究 ・ 技術成果をあげたものて、中長期的にその成果の持
せが見込まれる・μ.例を下記により募集し選考します。

記

l 応募資格
応募対象は、個人、グループ及び研究組織が日本国内において研究 ・開発した最近の事例とします。

当協会から関係学会、研究会、団体に候補ド例の推柄を依頼しておりますが、これらの機関の推肘が

~ いものも受け付けます。

！応募の方法
別紙様式（略）の推恨舟を以 Fにより提出して下さい。（推J肘甚様式は、畜産技術協会に用慈しており

：す。）

I) 関係学会、研究会、団体の推囲を受ける場合

各推廊機関へ提出

2 推囲を受けない場合

直接、当協会へ提出

！応募のメ切
1 関係学会、研究会、団体の推脱を受ける場合

各推煎機関が定める日

'2 推J.!'Jを受けない場合

平成10年10月9A (金）

4選考の方法
提出・荏類をもとに、畜産技術協会に設四する研究開発部門審査会が審査の卜.選考します。

選考の結果は、推枇者（推枇者がないときは応募者）にこ連絡いたしますが、提出された書類はお返

ふたしません。

i 表彰
研究開発部門品俊秀1t1点（代金100万円）及び優秀1't1点 (11:金50Jj円）が表彰され、さらに経営部

q、指導支援部門、地域振興部門及び研究開発部門の 4部門の最優秀代の中から畜産大買 l点（貨金100
り刊、最優秀代金100)]円とあわせて200/j円）が表彰されます。

！表彰式及び業績発表会
罰央畜産会が開催する表彰式及び業紐発表会において、表彰及び業紐の発表を行います。

なお、表彰式及び業紐発表全は、、ド成10年12月 7Fl (月）明治記念館において開催される予定てす。

'-iii....._ 

※推荊苫様式の必要な方及び詳細を知りたい方は、 ド記まて連

絡して下さい。

〒113-0034 東京都文京区湯島 3-20-9 ；冒ぶ悶悶行汀悶？雲ー？贔2部（針牛~~ロ
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SCP-800c実用新案申請中）

SCP-BOO冷却型電気泳動装置は、温度管理の厳しいSSCP電気泳動をはじめ、様々な電気泳動法に適応
します。安全で場所を取りません。直接冷却による正確な温度コントロールと、全域でリップル率1%以下の高性
能電源により精密な電気泳動を可能にしました。品質管理や検査なと厳しい再現性を要求される方に最適の装
置です。

、i•、囀
●大容量のペルチェ素子使用
●ゲルプレートを直接冷却

• 高性能パワーサプライ内蔵
●完全密閉で極めて安全

・？枚のゲルを別々に温度管理
●専用プリキャストゲル各種用意

“桓1ffl1讀
• SSCP 
• SOS PAGE 
• NATIVE PAGE 
• DNA PAGE 
• ポリペプチド分離
• ウエスタンブロッティング（アダプター発売予定）

惟界最晶の品質をご試用Fさい

電気泳動用プリキャストゲル RESEP GEL 
~'' 'm," ....,_, 

'''' 

阜←山、 一一

'"""'" 

-----.. , ... -.,,,_ 
一藝

リセップ ゲル

¥18,500/10枚

発売以来こ好評をいただいておりますRESEPGEL 

を、 94年6月にマイナーチェンジし、さらにグレード

ァップしました。最高の品質と安定性を評価していた

だくため、サンプルを提供させていただいております。

他社のプリキャストゲルに少しでも不満や不安をお持

ちでしたらすぐにこ連絡下さい。さらに弊社ではソフ

トサービスも提供しております。泳動を実行する際、

不明な点や疑問がこざいましたらぜひこ相談下さい。

またカタログモデルでは対応できないサンプルには特別

仕様のゲルを提供しております。おまかせください。

渾和科盛株式会社
〒1]3-0034東以祁文ぶ1メ沿島 4日16番]2り 沿島ハイクウンB棟IF 〒227-0054神奈川県横浜 ,Ii,'r様区しらとり台 55-21 

TEL. (03)3815-4041(!¥:l FAX. (03) 3815-4048 TEL. (045)981-0379 FAX. (045)982-0752 

〒063-0870札幌 iii西lメ八卓1'10条束 3r 1-1 1番地28号 〒305-0075沃城県つくば巾大字ド横場字塚））；i 227-93 
TEL. (011)756-182l(f¥:) FAX. (011)756-1763 TEL. (0298)37-2181 FAX. (0298)37-2234 




